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清
初
皇
帝
擢
の
形
成
過
程

|
|
特
に
『
丙
子
年
四
月
〈
秘
録
〉
登
ハ
ン
大
位
檎
』
に
み
え
る

太
宗
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
帝
即
位
記
事
を
中
心
と
し
て
|
|

石

橋

弘_，_，
~ 

ヌIて

雄

一
七
世
紀
に
出
現
し
た
清
朝
は
、

戸-98ー

そ
の
最
盛
期
に
至
る
過
程
で
中
園
の
領
域
概
念
に
一
大
慶
化
を
も
た
ら
し
た
。
清
朝
が
モ
ン
ゴ
ル
高
原
、

チ
ベ

γ
ト
を
含
む
史
上
最
大
の
中
園
領
域
を
形
成
・
支
配
し
た
結
果
、
内
陸
ア
ジ
ア
を
外
に
置
く
漢
族
農
耕
祉
舎
と
し
て

(
1〉

の
中
闘
は
、
内
陸
ア
ジ
ア
を
内
包
す
る
多
民
族
園
家
と
し
て
の
中
園
〈
と
饗
わ
り
、
現
代
に
至
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
五
代
世
宗
務
正
帯

(
2〉

が
中
園
は
華
・
夷
か
ら
な
る
多
民
族
園
家
で
あ
る
と
す
る
政
治
思
想
的
解
揮
を
示
し
た
こ
と
や
、
績
く
高
宗
乾
隆
一
帝
の
時
代
に
「
大
別
し
て
満

(

3

)

 

(
東
北
部
で
の
瀦
・
蒙
・
漢
)
・
漢
(
中
圏
内
地
)
・
藩
(
蒙
・
磁
・
回
)
か
ら
成
り
立
つ
形
」
の
最
大
領
域
を
形
成
し
た
こ
と
は
、
そ
の
象
徴
的
な
事

例
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
、
清
朝
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
多
民
族
園
家
の
形
成
は
、
ど
の
よ
う
な
政
治
的
襲
遜
の
中
で
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
、

う
か
。
こ
の
問
題
の
解
明
に
は
、
清
朝
の
性
格
及
び
清
初
期
の
動
向
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
先
ず
こ
れ
ら
の
黙
に
つ
い

て
鯛
れ
て
お
き
た
い
。

清
朝
は
部
族
祉
舎
に
立
脚
す
る
満
族
王
朝
ハ
一
般
的
に
は
中
園
最
後
の
征
服
王
朝
〉
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、

そ
れ
と
同
時
に
部
族
社
舎
と



劉
置
さ
れ
た
農
耕
祉
舎
の
中
園
的
な
王
朝
、
す
な
わ
ち
明
朝
に
綾
く
中
園
最
後
の
俸
統
的
専
制
王
朝
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
清
朝
の
性
格
に
は
相
互
に
封
峠
す
る
こ
面
的
要
素
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
も
清
朝
が
結
果
的
に
短
命
か
つ
小
規
模
な
領

域
支
配
に
終
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
二
五

O
年
以
上
の
長
期
に
亙
る
王
朝
の
存
績
と
慶
大
な
領
域
支
配
と
を
貫
現
し
た
こ
と
に
思
い
を
致
す
と
き
、

(
4
)
 

清
朝
の
場
合
は
、
こ
の
二
面
的
要
素
が
、
か
え
っ
て
中
園
の
統
一
と
領
域
的
援
大
を
可
能
に
し
た
一
因
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
清
初
期
の
動
向
で
あ
る
が
、
清
朝
は
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
東
北
ア
ジ
ア
の
ト
ゥ
ン
グ
l
ス
系
女
員
(
の
ち
に
満
洲
)
族
が
建
て
た

(

5

)

(

6

〉

ア
イ
シ
ン
(
金
の
意
)
園
の
諜
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
ア
イ
シ
ン
園
の
建
園
か
ら
大
清
圏
の
成
立
、
さ
ら
に
入
関
し
て
(
こ
れ
以
前

を
清
初
の
前
期
〉
北
京
に
遜
都
し
、
中
圏
内
地
の
卒
定
を
鰹
て
内
陸
ア
ジ
ア
を
含
む
最
大
領
域
を
形
成
す
る
に
至
る
ま
で
(
清
初
の
後
期
〉
の
清

(
7
)
 

初
期
が
不
断
の
領
域
抜
大
過
程
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
入
関
前
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
試
行
錯
誤
の
中
に
多
民
族
園
家
へ
移
行
す
る
前
徴

が
既
に
現
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

初
代
太
租
ヌ
ル
ハ
チ
が
、
天
命
元
〈
一
六
二
ハ
)
年
に
女
員
族
か
ら
ゲ
ン
ギ
ェ
ン
・
ハ

ン
(
英
明
な
る
ハ
ン
の
意
)
の
品
格
競
を
贈
ら
れ
て
ハ
ン
位
に
聞
く
以
前
の
、
明
の
寓
暦
三
四
三
六
O
六
〉
年
に
、
モ
ン
ゴ
ル
の
ハ
ル
ハ
五
部
か
ら

(

8

)

 

ク
ン
ド
ヮ
レ
ン
・
ハ
ン
〈
恭
敬
な
る
ハ
ン
の
意
)
の
稽
競
を
贈
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
女
員
族
を
統
合
し
た
ヌ
ル
ハ
チ
が
、
明
の
東
北
経
営
の
擦
黙

〈

9
〉

で
あ
る
遼
河
以
東
の
慶
大
な
漢
族
農
耕
社
舎
を
攻
略
・
領
有
し
て
遼
東
に
遷
都
し
、
世
側
漢
合
住
か
ら
痛
漢
検
別
に
至
る
封
漢
人
政
策
や
さ
ま
ざ

(
日
〉

ま
な
土
地
政
策
を
推
進
し
た
こ
と
、
第
二
代
太
宗
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
時
代
に
設
置
さ
れ
た
六
部
が
、
満
洲
・
蒙
古
・
漢
の
三
族
で
構
成
さ
れ
て

〈

日

〉

〆

ザ

い
る
こ
と
、
ま
た
同
時
代
に
清
朝
支
配
瞳
制
を
さ
さ
え
る
八
旗
制
が
八
旗
満
洲
・
八
旗
蒙
古
・
八
旗
漢
軍
の
形
態
に
整
備
さ
れ
て
満
・
蒙
・
漢

ハ
ロ
)

の
三
族
か
ら
な
る
瞳
制
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
の
事
例
は
、
い
ず
れ
も
多
民
族
園
家
へ
の
移
行
を
窺
わ
せ
る
に
充
分
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
清
朝
の
性
格
及
び
清
初
の
動
向
を
踏
ま
え
、
多
民
族
園
家
と
し
て
の
清
朝
の
政
治
的
努
蓮
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
時
、
清
初

- 99一

に
お
け
る
皇
帝
権
の
形
成
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
は
不
可
依
の
問
題
と
な
る
。

代
表
さ
れ
る
瀬
族
固
有
の
社
舎
に
立
脚
す
る
ハ
ン
が
中
園
皇
帝
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
の
中
に
、
二
面
的
要
素
と
多
民
族
性
が
額
'著
に
あ
ら
わ

入
開
後
の
世
宗
務
正
一
帝
の
時
代
に
な
っ
て
中
央
集
権
的
な
皇
帝
樺
の
確
立
を
み

清
朝
の
皇
帝
一
権
に
つ
い
て
み
る
と
、

八
旗
(
漏
・

蒙
・
漢
)
に

99 

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
般
に
清
朝
で
は
、
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た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

入
関
前
の
太
租
ヌ

ル
ハ

チ
の
時
代
か
ら
世
宗
羅
正
一帝
の
時
代
に
至
る
ま
で
の
清
初

ハ
ン
穫
の
形
成
過
程
を
み
る
と
、
清

朝
初
期
の
ハ
ン
(
大
清
皇
帝
)
が
目
指
し
た
も
の
は

宗
室
一
族
内
に
お
け
る
唯
一
の
エ
ジ
ェ

ン
と
し
て
、

(
日
〉

一
段
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
確
立
さ
せ
た
の
が
薙
正
一
帝
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
、

ハ
ン
の
地
位
を
諸
ベ
イ
レ
よ
り
も

ハ
ン
の
地
位
は
中

園
皇
帝
の
地
位
と
一
僅
化
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
、
満
族
の
部
族
制
が
中
園
の
官
僚
制
機
構
の
中
で
繁
質
さ
せ
ら
れ
た
と
し
て
捉
え
る
だ
け

で
は
適
切
で
は
な
い
。
薙
正
一
帝
一
の
時
代
に
、
皇
太
子
制
に
替
わ
る
皇
帝
位
の
縫
承
法
と
し
て
儲
位
密
建
の
法
を
採
用
し
た
こ
と
や
、

八
旗
制
の

整
備
に
よ
る
ハ
ン
権
の
確
立
が
は
か
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
落
正
一
帝
の
支
配
権
確
立
が
皐
な
る
中
園
的
皇
帝
制
へ
の
移
行
で
は
な
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
中
央
集
権
制
を
整
備
す
る
過
程
で
、
中
園
の
官
僚
制
機
構
と
漏
族
の
部
族
制
的
要
素
と
を
積
極
的
に

融
合
さ
せ
て
い
っ
た
と
捉
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う。

と
こ

ろ
で
、
清
初
に
お
け
る
皇
帝
競
の
愛
護
は
大
き
く
三
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
第

一
は
太
租
ヌ
ル
ハ
チ
が
圏
内
的
に
は
あ
く
ま
で
も

(

M

)

 

ハ
ン
で
あ
り
な
が
ら
、
封
外
文
書
で
は
皇
一
帝
の
稿
披
を
用
い
て
い
た
と
さ
れ
る
段
階
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
、
清
初
の
ハ
ン
位
が
そ
の
蛍

る
必
要
が
あ
る
。

モ
ン
ゴ
ル
族
な
ど
、
郊
接
諸
民
族
と
も
深
い
係
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
留
-
意
す

第
二
は
太
宗
ホ
ン
・

タ
イ
ジ
が

そ
の
治
世
一

O
年
目
に
、

一100ー

初
か
ら
、
車
に
女
員
族
枇
舎
内
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

満
洲
(
そ
の
前
年
に
民
族
名
を
ジ
ュ
シ
ェ
ン
か
ら
マ
ン
ジ
ュ
に
改
稽
〉

モ
ン
ゴ
ル
族
諸
王
、
漢
族
武
将
ら
に
よ
る
推
戴
を
受
け
て
皇
帝
位
に
聞
き
、
園
名
を
大
清
と
改
め
、
年
競
を
天
聴
か
ら
崇
徳
に
改
元
し
た

段
階
で
あ
り
、
圏
内
的
に
も
ハ
ン
H
皇
帝
と
し
て
支
配
す
る
分
岐
貼
を
な
す
。
そ
し
て
第
三
は
世
租
順
治
一
一
帝
が
即
位
の
翌
年
に
入
関
し
て
か
ら

(

日

)

の
段
階
で
、
文
字
通
り
中
園
皇
帝
と
し
て
の
支
配
を
始
め
た
時
期
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
清
朝
の
性
格
的
饗
這
を
考
究
す
る
上
で
興
味
深
い
が
、

(
日
)

「
滞
・
蒙
・

漢
の
三
族
に
推
戴
さ
れ
た
ハ
ン
か
ら
皇
帝

へ
の
道
」
を
示
し
て
お
り
、
多
民
族
園
家

へ
の
移
行
を
検

族と
り
わ
け
第
二
の
段
階
は

討
す
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
太
宗
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
が
皇
帝
位
に
聞
い
た
際
の
朕
況
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
既
に
先
撃
の

(

口

)

(

鴎

〉

研
究
が
あ
る
ほ
か
、
筆
者
自
身
も
八
旗
制
の
出
演
遜
と
の
か
か
わ
り
の
中
に
お
い
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
に
示
し
た
考
え
は
現
在
も



出
変
わ
っ
て
い
な
い
も
の
の
、

そ
の
後
、

北
京
の
中
圏
第
一
歴
史
楢
案
館
で
調
査
す
る
機
舎
を
得
た

い
さ
さ
か
簡
略
に
過
ぎ
た
貼
、
が
あ
っ
た
。

際
、
同
館
所
蔵
の
《
園
史
院
槍
》
中
に
『
丙
子
年
四
月
〈
秘
録
〉
登
ハ
ン
大
位
槍
』
な
る
瀬
文
槍
加
(
満
文
の
日
本
語
誇
は
筆
者
、
以
下
同
様
〉
を

(
m
U
)
 

護
見
し
、
新
た
な
知
見
を
得
た
。
本
稿
は
、

こ
の
満
文
雄
加
の
記
事
を
中
心
に
、

太
宗
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
一
帝
即
位
の
問
題
に
つ
い
て
今
一
度

検
討
し
、
あ
わ
せ
て
清
朝
に
お
け
る
多
民
族
園
家
へ
の
獲
化
に
つ
い
て
言
及
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
初
に
、
こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
太
宗
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
一
帝
一
即
位
を
め
ぐ
っ
て
の
問
題
貼
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

(
加
)

い
つ
か
ら
元
年
を
稽
し
た
か
の
問
題
が
あ
る
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
皇

第
一
は
従
来
、

「
崇
徳
改
元
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
記
載
が
な
く
、

一
帝
一
即
位
の
経
過
が
明
確
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。

一韓、

ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
帝
即
位
は
、
具
瞳
的
に
い
か
な
る
経
過
で
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

-101ー

う
か
。第

二
は
長
幼
の
序
列
の
問
題
で
あ
る
。

天
命

三
六
二
六
〉
年
に
お
け
る
太
租
ヌ
ル
ハ
チ
か
ら
太
宗
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
へ
の
耀
承
は
、

A 

旗
制
の
整
備
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
た
女
員
族
に
よ
る
集
権
的
支
配
瞳
制
の
中
で
、
女
員
族
一
祉
舎
内
に
あ
っ
て
は
ハ
ン
が
一
旗
の
主
に
す
ぎ
な
い

(

幻

)

こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
四
王
分
権
瞳
制
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
も
「
こ
の
段
階
で
は
長
幼
の
序
列
が
重
要
な
一
つ

(

辺

)

の
秩
序
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
旗
の
序
列
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
朕
況
下
で
、
太
宗
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
は
、
漢
人
官
僚
の

登
用
や
六
部
等
の
中
園
的
な
行
政
制
度
の
整
備
を
推
進
す
る
と
共
に
、
来
揮
し
た
漢
人
武
将
や
モ
ン
ゴ
ル
族
諸
王
の
兵
に
よ
っ
て
自
己
の
軍
事

力
を
強
化
し
た
ほ
か
、
こ
れ
と
並
行
し
て
三
王
の
政
治
権
力
を
奪
っ
て
次
第
に
ハ
ン
と
し
て
の
自
己
の
権
力
基
盤
を
強
め
、
天
聴
九
三
六
三

五
)
年
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
卒
定
に
際
し
て
大
元
俸
園
の
玉
璽
を
手
中
に
し
た
こ
と
を
機
に
、
前
述
し
た
ご
と
く
翌
一

O
年
、
満
洲
族
、
モ
ン
ゴ

(

幻

)

ル
族
諸
王
、
漢
族
武
将
ら
に
よ
る
推
戴
を
受
け
て
大
清
皇
一
一
帝
の
位
に
聞
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
先
立
つ
天
聴
六
年
に
は
既
に

「
長
幼
の
序
列

(

担

)

に
よ
る
旗
の
序
列
か
ら
旗
そ
の
も
の
の
序
列
の
整
備
へ
と
移
行
」
す
る
紋
況
に
あ
っ
た
が
、
皇
帝
一
即
位
時
に
長
幼
の
序
列
は
既
に
消
滅
し
て
い

101 
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ま
た
、
皇
一
帝
の
位
に
即
い
た
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
は
、
中
園
に
お
け
る
皇
帝
と
王
と
い
う
関
係
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

(
お
)

宗
室
諸
ベ
イ
レ
と
の
聞
を
明
確
に
匝
別
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
皇
帝
聞
位
に
あ
た
っ
て
い
か
な
る
施
策
が
と
ら
れ
た
の
で
あ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ハ
ン
と

ろ
う
か
。

そ
し
て
第
三
は
、
皇
帝
聞
位
に
お
け
る
典
瞳
上
の
問
題
で
あ
る
。

ー
マ
ン
教
の
祭
杷
と
中
園
的
な
祭
杷
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ハ
ン
が
皇
一
帝
位
に
即
く
に
あ
た
っ
て
、
満
洲
族
本
来
の
信
仰
で
あ
る
シ
ャ

以
上
の
三
貼
に
つ
い
て
『
丙
子
年
四
月
〈
秘
録
〉
登
ハ
ン
大
位
槍
』

(以下、

『
登
ハ
ン
大
位
楢
』
と
略
記
)
の
記
事
を
も
と
に
し
て
検
討
し
て

み
た
い
。

は
じ
め
に
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
が
皇
一
帝
位
に
聞
く
経
過
で
あ
る
が
、
『
登
ハ
ン
大
位
槍
』
に
よ
っ
て
必
要
事
項
を
整
理
す
る
と
、
先
ず
、
従
来
明

確
な
記
載
の
な
か
っ
た
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
帝
即
位
、
崇
徳
改
元
、
大
清
園
へ
の
園
競
改
稿
の
年
月
日
に
つ
い
て
は
、

『
登
ハ
ン
大
位
檎
』
に
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轄
載
さ
れ
て
い
る
丙
子
(
天
聴
一

0
・
一
六
一
三
ハ
)
年
四
月
一
一
日
の
表
文
に
(
漏
文
の
原
文
は
拙
-
諜
の
み
を
示
す
。
以
下
同
様
)
、

ハ
ン
・
エ
ジ
ェ
ン
は
、
天
の
時
運
に
適
い
、
民
の
願
い
に
至
り
、
徳
を
修
め
て
、
朝
鮮
園
を
降
服
さ
せ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
園
を
一
つ
に
統
合

し
た
。

玉
璽
を
得
た
。
功
名
は
天
下
に
知
れ
わ
た
っ
た
。
そ
の
た
め
、
内
外
の
衆
ベ
イ
レ
ら
、
大
臣
ら
は
一
堂
に
舎
し
、
ハ
ン
を
稽
揚
し

て
寛
温
仁
聖
皇
一
帝

Q
S
E
。ロ

g
r口
当
山
口
苫
印
ロ
ロ

gLZ江
口

mm土
石
ロ
〉
、
園
競
を
改
め
て
大
清
圏
、
年
競
を
改
め
て
崇
徳
元
年
と
し
た
。

訴
C

、
と
あ
り
、
天
聴
一

O
年
四
月
一
一
日
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
、

同
年
三
月
二
六
日
に
外
モ
ン
ゴ
ル
各
省
の
ベ
イ
レ
ら
、

漢
人
の
都
元
帥
孔
有
徳
、

同
楼
加
に
よ
っ
て
そ
の
前
後
の
経
過
も
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で

組
兵
官
取
仲
明
、
向
可
喜
が
溶
陽
城
に
到
着
し
て
い

る
。
ま
た
『
登
ハ
ン
大
位
槍
』
四
月
八
日
の
記
事
に
、

ハ
ン
に
大
嘩
(
白
ヨ
ゲ
釦
仏
O
H
O
〉
を
定
め
る
た
め
に
、

ア
ン
パ
・
ベ
イ
レ
、
和
碩
ジ
ル
ガ
ラ
ン
・
ベ
イ
レ
ら
一

O
人
、
諸
ベ
イ
セ
、
上
等
公



イ徳ヤ
マン
ン線グ
の兵リ
ホ官
ン歌エ

仲フ
パ明、
ト、固
ゥ向山
ル可額
ら喜員
九、の
人石夕
、廷ン

桂夕
、イ

a馬
光宗 A

遠室泌

外イ
モン
ント
コウ

ルら
諸 七
省人
の
ベモ
イン
レコ

で ル
あの
るノ1
ト回
世山
シ額
イ員

ゥ部
の

ジ大
ノ臣
ンら
ら
一都
二 7 G
人帥
、孔

ア有

(白ヨ
σ白
山
首
自
己
ロ
)
に
集
ま
り
、
衆
議
決
定
の
上
、

カ
ラ
チ
ン
の
タ
プ
ノ
ン
・
グ
ュ
ル
シ
プ
ら
四
人
、
満
洲
・
モ
ン
ゴ
ル
・
漢
の
文
武
諸
官
が
大
街
門

(

幻

)

ハ
ン
の
大
門
(
白

B
E
E
rる
に
来
て
、
整
列
し
て
立
っ
た
。

つ
い
で
衆
ベ
イ
レ

ら
、
大
臣
ら
全
員
で
ハ
ン
の
大
門
外
に
お
い
て
満
洲
・
モ
ン
ゴ
ル
・
漢
の
三
園
の
三
種
の
文
書
を
呈
す
る
た
め
に
、
満
洲
語
の
文
書
は
吏

モ
ン
ゴ
ル
語
の
文
書
は
コ
ル
チ
ン
の
ト
ゥ
シ
イ
ェ
ト
ヮ
・
ジ
ノ
ン
が
、
漢
語
の
文
書
は

部
の
和
碩
メ
ル
ゲ
ン
・
ダ
イ
チ
ン
・
ベ
イ
レ
が
、

都
元
帥
孔
有
徳
が
、
そ
れ
ぞ
れ
雨
手
で
高
く
捧
げ
持
ち
、
衆
ベ
イ
レ
ら
、
大
臣
ら
、
文
武
諸
官
は
皆
一
斉
に
脆
い
た
。

〈
柏
崎
)

座
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
内
侍
衛
が
告
げ
に
来
て
、

ハ
ン
が
蓋
上
棲
に

大
門
に
来
て
、

(
却
)

る
。
」
と
奏
上
し
た
の
で
、
ハ
ン
の
傍
ら
に
待
機
し
て
い
た
満
洲
・
モ
ン
ゴ
ル
・
漢
の
三
種
の
文
官
が
ハ
ン
の
旨
で
行
き
、
衆
ベ
イ
レ
ら
、

(
初
)

大
臣
ら
の
上
奏
文
を
受
け
取
り
、
南
手
で
高
く
捧
げ
て
内
に
持
っ
て
行
っ
た
。
脆
い
て
い
た
衆
ベ
イ
レ
ら
、
大
臣
ら
は
三
脆
九
叩
頭
し
た

ハ
ン
の
旨
の
来
る
の
を
待
ち
、
雨
翼
に
整
列
し
て
立
っ
た
。
文
人
は
上
奏
文
を
蓋
上
棲
に
持
っ
て
来
て
、

「
衆
ベ
イ
レ
ら
、
大
臣
ら
が
皆
、

種
の
文
書
を
持
っ
て
脆
い
て
い

後

ハ
ン
の
前
に
脆
き
、
文
書
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を
高
く
捧
げ
持
っ
た
ま
ま
讃
み
上
げ
た
。
そ
の
文
書
の
言
。

「
衆
ベ
イ
レ
ら
、
大
臣
ら
、
文
武
諸
官
、
外
の
各
省
の
貝
勤
ら
は
、
天
の
慈

し
み
輔
け
る
時
機
に
従
い
、
そ
の
時
運
に
合
わ
せ
る
。

ハ
ン
・
エ
ジ
ェ
ン
よ
。
貴
方
は
天
下
の
観
れ
た
時
に
遭
遇
し
て
、
徳
を
修
め
て
天

の
命
を
受
け
、
逆
ら
う
者
は
武
力
で
討
ち
、
従
う
者
は
招
撫
し
、
仁
・
寛
の
心
を
高
民
に
施
し
て
、
朝
鮮
園
を
降
服
さ
せ
た
。
モ
ン
ゴ
ル

閣
を
一
つ
に
統
合
し
た
。

玉
璽
を
得
た
。
内
外
を
和
合
し
た
。
上
に
あ
っ
て
は
天
の
心
に
遁
い
、
下
に
あ
っ
て
は
民
の
一
意
に
合
致
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
衆
人
は
皆
、
天
の
命
に
従
っ
て
傘
読
を
定
め
る
。
決
し
て
、
全
園
の
意
を
無
に
し
て
担
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。
様
々

な
品
は
全
て
準
備
し
終
わ
っ
て
い
る
。
」
と
。

ハ
ン
は
衆
ベ
イ
レ
ら
、
大
臣
ら
の
上
奏
文
を
聞
き
終
わ
っ
た
後
、
衆
ベ
イ
レ
ら
、

大
臣
ら
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「
衆
ベ
イ
レ
ら
、
大
臣
ら
よ
。
汝
ら
は
、
私
が
傘
競
を
受
け
取
れ
と
、
先
の
二
年
に
重
ね
て
奏
上
し
て
き
た
。
私
が
傘
競

を
受
け
取
れ
ば
、
上
に
あ
っ
て
は
天
の
一
意
に
適
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
た
。
t

下
に
あ
っ
て
は
民
の
心
に
合
致
し
な
い
の
で
は
な
い

に
旨
を
下
し
、
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か
と
恐
れ
た
の
で
あ
り
、
本
嘗
に
担
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
ア
た
。
今
ま
た
、
内
外
の
衆
ベ
イ
レ
ら
、
大
臣
ら
が

一
堂
に
舎
し
て
大
位
を
受

け
取
れ
と
重
ね
て
懇
願
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
は
汝
ら
衆
人
の
意
を
無
に
し
て
ま
で
垣
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
言
に
従
う
こ
と
に
し

た
。
た
だ
私
が
隼
競
を
受
け
取
れ
ば
、
園
の
た
め
に
憂
え
、
遣
に
勤
め
て
統
治
す
る
撞
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
私
は
常

こ
れ
に
反
し
て
意
が
至
ら
ず
に
過
ち
を
犯
せ
ば
、
天
の
輔
け
で
そ
の
こ
と
を
思
い
知
ら

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
ぞ
。
衆
ベ
イ
レ
ら
、
大
臣
ら
よ
。
汝
ら
が
私
に
重
ね
て
提
言
し
、
傘
放
を
取
れ
と
言
っ
て
も
、
汝
ら
が
各
自
の
職
務

々

一
所
懸
命
に
統
治
し
た
い
と
言
っ
て
お
り
、

に
勤
め
て
政
道
を
輔
け
な
い
な
ら
ば
、
汝
ら
の
罪
は
汝
ら
自
身
が
知
る
こ
と
に
な
る
ぞ
。
」
と
、

文
人
を
遣
わ
し
て
、

腕
い
て
い
る
衆
ベ

イ
レ
ら
、
大
臣
ら
の
前
で
告
げ
た
の
で
、
衆
人
は
皆
喜
び
、
三
脆
九
叩
頭
し
た
。

た
い
旨
を
奏
上
し
、

ホ
ン
・
タ
イ
ジ
が
こ
れ
を
受
諾
し
て
い
る
。

の
ご
と
く
ホ

ン
・
タ
イ
ジ
を
稽
揚
し
て
寛
温
仁
聖
皇
帝
一
、

に
推
戴
し

つ
い
で
翌
九
日
か
ら
三
日
開
策
戒
し
た
上
で

一
一
日
に
天
壇
に
赴
き
、
前
述

(
}
】
口
宅
白
ロ
ぬ
門
出
〉

と
あ
る
よ
う
に
、
同
日
、
満
洲

・
モ
ン
ゴ
ル

・
漢
族
の
三
園
に
よ
る
衆
議
決
定
の
形
式
で
ホ

ン
・
タ
イ
ジ
を
皇
帝

園
競
を
改
め
て
大
清
園
、
年
読
を
改
め
て
崇
徳
元
年
と
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
同
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目
、
父
ヌ
ル
ハ
チ
、

母
イ
ェ
へ

・
ナ
ラ
氏
、
始
租
ド
ゥ
ド
ゥ

・
メ
ン
テ
ム
と
そ
の
妻
、
高
粗
ド
ゥ
ド
ゥ

・
フ
マ
ン
と
そ
の
妻
、
曾
組
ギ
オ
チ
ャ

ン
ガ
と
そ
の
妻
、
祖
父
タ
ク
シ
と
そ
の
妻
、
宗
室
の
租
リ
ド
ゥ
ン
・
バ
ト
ル
、
功
臣
フ
イ
オ
ン
ド
ン
と

エ
イ
ド
?
を
這
傘
し
て
廟
位
を
立
て
る

(
紅
〉

『
登
ハ
ン
大
位
槍
』
に
轄
載
さ
れ
て
い
る
四
月
二
一
日
の
覗
文
に
は
、

」
と
を
告
示
し
、
翌
一
二
日
に
施
行
し
て
い
る
。

大
位
を
縫
い
だ
子
が
、
父
ハ
ン
、
母
フ
ジ
ン
の
神
位
の
前
で
敢
て
告
げ
語
る
こ
と
。
脹
は
、
父
ハ
ン
の
残
し
た
重
い
ハ
ン
位
を
受
け
て

一

O
年
に
な
る
ま
で
、
童
夜
な
く
愁
い
、
父
ハ
ン
の
先
の
一
意
に
近
附
き
た
い
と
畏
れ
、
内
は
躍
に
従
い
、
外
の
園
を
征
討
し
、
朝
鮮
園
を
降

服
さ
せ
、
モ
ン

ゴ
ル
園
を

一
つ
に
統
合
し
、
玉
璽
を
得
た
の
で
、
衆
ベ
イ
レ
ら
、
大
臣
ら
、
外
省
の
衆
ベ
イ
レ
ら
が
舎
し
て
、
天
の
時
機

に
従
い
た
い
と
、
朕
を
稽
揚
し
、
皇
一
帝
位
に
付
け
、
園
放
を
改
め
て
大
清
園
、
年
続
を
改
め
て
崇
徳
元
年
と
し
た
。
こ
れ
は
、
父
ハ
ン
、

母
フ

ジ
ン
の
残
し
た
一
帽
で
あ
る
ぞ
。
脹
は
こ
の
故
に
父
ハ
ン
、

母
フ
ジ
ン
の
驚
嘆
す
る
べ
き
一
帽
、
功
、
徳
を
重
く
思
い
、
古
制
に
倣
い
、

(
M
M
)
 

母
フ
ジ
ン
を
孝
慈
昭
憲
純
徳
貞
順
成
天
育
聖
武
皇
后
と
し
て
、
そ

遁
封
し
て
父
ハ
ン
を
承
天
贋
運
聖
徳
一
柳
功
肇
紀
立
極
仁
孝
武
皇
帝
と
、



の
紳
位
を
立
て
て
祭
り
、
寓
世
に
稽
揚
す
る
よ
う
定
め
た
。
父
ハ
ン
、
母
フ
ジ
ン
の
神
魂
が
は
っ
き
り
と
知
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
以
降
、
密

か
に
援
助
の
手
を
差
し
延
べ
、
子
々
孫
々
そ
の
世
代
を
果
て
し
な
く
延
ば
し
、
園
を
盛
ん
に
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
祈
り
求
め
る
。

と
あ
る
ほ
か
、
同
日
に
お
け
る
父
ヌ
ル

ハ
チ
、
母
イ
ェ
へ
・
ナ
ラ
氏
な
ど
に
劃
す
る
一
連
の
追
封
の
祭
躍
に
つ
い
て
俸
え
る
記
事
に
は
、
祭
躍

を
終
え
る
に
際
し
て
、

上
太
組
・
太
后
の
墓
を
一
隅
陵
と
稽
し
た
。

と
あ
り
、

父
を
承
天
贋
運
聖
徳
神
功
肇
紀
立
極
仁
孝
武
皇
帝
、

母
を
孝
慈
昭
憲
純
徳
貞
順
成
天
育
聖
武
皇
后
と
逼
隼
し
、
そ
の
墓
を
一
幅
陵
と
稽

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
同
日
に
功
臣
フ
イ
オ
ン
ド
ン
と
エ
イ
ド
ゥ
を
遁
傘
し
て
廟
位
を
立
て
る
こ
と
を
-
記
し
た
祝
文
に
は
、

O
大
清
園
の
崇
徳
・
丙
子
・
元
年
四
月
一
二
日
に
お
け
る
寛
温
仁
聖
皇
帝
の
旨
。
大
臣
フ
イ
オ
ン
ド
ン
の
霊
魂
を
祭
り
告
げ
る
こ
と
。

O
大
清
園
の
崇
徳
・
丙
子
・
元
年
四
月
二
一
日
に
お
け
る
寛
温
仁
聖
皇
一
帝
の
旨
。
大
臣
エ
イ
ド
ゥ
の
霊
魂
を
祭
り
告
げ
る
こ
と
。

と
あ
り
、
こ
の
日
か
ら
崇
徳
の
元
競
を
賓
際
に
用
い
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
そ
し
て
『
登
ハ

ン
大
位
槍
』
四
月
二
二
日
の
記
事
に
は
、

γ

(

お
)

寛
温
仁
聖
皇
一
帝
は
天
地
に
告
げ
て
大
位
に
聞
き
、
太
組
、
太
后
、
衆
租
を
迫
封
し
て
功
、
徳
を
稽
揚
し
、
廟
位
を
立
て
た
慶
賀
の
躍
を
行

(
鈍
)

う
に
よ
り
、
一
一
一
一
日
・
丁
亥
の
日
に
、
衆
ベ
イ
レ
ら
、
大
臣
ら
、
満
洲
・
漢
・
モ
ン
ゴ
ル
の
文
武
諸
官
が
大
殿
に
整
列
し
終
え
た
後
、
聖

皇
帝
一
は
出
て
玉
座
に
座
っ
た
。
そ
れ
か
ら
満
洲
の
衆
ベ
イ
レ
・
大
臣
ら
、
外
モ
ン
ゴ
ル
諸
省
の
衆
ベ
イ
レ
・
大
臣
ら
、
衆
漢
人
大
臣
ら
の

(

お

)

順
で
、
そ
れ
ぞ
れ
慶
賀
の
た
め
に
奉
じ
る
賀
表
を
宣
誼
し
た
。
そ
の
賀
表
の
言
。
「
奉
天
承
蓮
寛
温
仁
聖
皇
帝
・
エ
ジ
ェ
ン
は
天
地
に
告

げ
て
大
競
を
定
め
、
世
間
民
の
願
望
に
遁

っ
て
、
太
租
・
太
后
の
功
、
徳
を
稽
揚
し
、
廟
位
を
立
て
て
、
高
世
に
、氷
く
名
を
掲
げ
、
歴
史
書

に
載
せ
た
。
租
先
ら
の
姓
、
名
、
功
、
徳
を
一
示
し
、
後
世
に
稽
揚
し
た
。
功
臣
ら
を
表
彰
し
た
。
」
と
。
つ
い
で
満
洲
の
衆
ベ
イ
レ
・
大

臣
ら
、
外
モ
ン
ゴ

ル
諸
省
の
衆
ベ
イ
レ
・
大
臣
ら
、
衆
漢
人
大
臣
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
に
劃
し
て
、
聖
皇
帝
一
が
教
書
を
下
し
、
文
官
が
爾
手
で

(

お

)

捧
げ
持

っ
て
宣
讃
し
た
。
そ
の
教
書
の
言
。
「
寛
温
仁
聖
皇
一
一
帝
の
旨
。
朕
は
徳
が
乏
し
い
。
大
位
を
受
け
取
っ
て
、
汝
ら
衆
人
の
意
に
至

-105ー

105 

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
畏
れ
て

い
る
。
汝
ら
衆
人
が
し
き
り
に
幾
度
も
催
促
す
る
の
に
劉
し
、
脹
は
そ
う
何
度
も
辞
退
す
る
こ
と
が
で
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き
な
い
の
で
、
謹
ん
で
天
地
に
告
げ
て
隼
放
を
受
け
取

っ
た
。
衆
ベ
イ

レ
ら
、
大
臣
ら
よ
。
汝
ら
も
亦
、

一
致
圏
結
し
た
心
で
そ
れ
ぞ
れ

脹
の
一
意
一
の
至
ら
な
い
と
こ
ろ
を
是
正
し
、
身
を
正
し
く
し
て
衆
人
を
教
え
導
け
。
心
を
公

卒
に
し
て
法
を
行
え
。
小
利
を
決
し
て
貧
る
な
。
功
名
に
心
を
登
く
せ
ば
富
貴
は
そ
こ
に
自
然
に
附
い
て
く
る
ぞ
。
衆
人
を
養
え。

民
を

下
に
封
し
て
は
民
の
願
い
に
合
致
す
る
よ
う
に
せ
よ
。

に
委
ね
た
職
分
を
敬
え
。
遁
に
よ
っ
て
輔
け
、

慈
し
め。

上
に
封
し
て
は
天
意
に
適
う
よ
う
に
せ
よ
。

」
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、

君
・
臣
は
正
し
く
な
る
。
政
治
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
蔦
民
は
一
つ
に
な
る
。
天
も
亦
、
輔
助
す
る
ぞ
。
天
下
は
皆
、
聞
く
が
よ

い
。
」
と
。
こ
れ
に
射
し
、
満
洲
・
モ
ン
ゴ
ル

・
漢
の
各
大
臣
が
「
高
歳
の
皇
一
帝
の
旨
は
園
に
と
っ
て
一
繭
で
あ
る
ぞ
。
」
と
答
え
、
衆
ベ
イ

(
幻
)

レ
ら
、
大
臣
ら
は
三
脆
九
叩
頭
し
た
。
そ
の
次
に
、
満
洲

・モ

ン
ゴ
ル
・
漢
の
執
事
文
官
ら
、
都
察
院
の
内
外
大
臣
ら
、
賛
躍
官
ら
が
九

脆
二
七
叩
頭
し
た
。

一
三
日
、
王
座
に
座
?
た
ホ
ン

・
タ
イ
ジ
は
、
満
洲
・
モ
ン
ゴ
ル
・
漢
族
の
三
園
そ
れ
ぞ
れ
に
劃
す
る
形
式
で
慶
賀
の
躍
を
行
い
、

(
お
)

寛
温
仁
聖
皇
帝
と
し
て
の
教
書
を
下
し
、
叩
頭
躍
を
受
け
て
い
る
。
そ
し
て
同
日
、
聖
皇
帝
が
大
位
に
即
い
た
躍
に
よ
り
特
赦
を
行
っ
た
。
以

後
、
同
月
二
三
日
に
ヌ
ル
ハ
チ
と
イ
ェ
へ
・
ナ
ラ
氏
の
廟
競
に
闘
す
る
典
例
、
皇
帝
の
宮
殴
名
、

と
あ
り
、
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四
等
(
和
碩
親
王
、
多
羅
郡
玉
、
多
羅
貝
動
、
園

山
貝
子
)
か
ら
な
る
衆
王
の
品
級
を
定
め
た
の
を
は
じ
め
、
翌
崇
徳
二
(
一
六
三
七
)
年
に
か
け
て
、
皇
帝一
、
和
碩
親
王
、
多
羅
郡
王
、
多
羅
貝

勤
、
固
山
貝
子
の
聞
に
お
け
る
上
下
の
匝
別
に
闘
す
る
祭
杷
典
種
、
儀
伎
の
制
や
、
各
種
の
典
例
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
定
め
て
お
り
、
そ
の
規
定
範

圏
は
女
性
に
も
及
び
、
皇
后
、
東
大
妃
、
西
大
妃
、
和
碩
一
隅
音
、
多
羅
一
隅
音
、
多
羅
貝
勤
の
妻
一
帽
音
、
固
山
一
幅
音
、

(

鈎

)

多
羅
格
格
、
固
山
格
格
の
聞
に
お
け
る
上
下
の
直
別
も
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

固
倫
格
格
、
和
碩
格
格
、

こ
の
よ
う
に
、

『
登
ハ
ン
大
位
指
』
に
よ
っ
て
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
帝
競
の
由
来
、

及
び
父
ヌ
ル
ハ
チ
と
母
イ
ェ
へ
・
ナ
ラ
氏
の
誼
競
(
皇

槍脅
Ib. ~虎

謁皇
室損
檎廟
Ib. 5虎

5返
って::f

て警
満型
洲会
圭五 νJ 

妄理

票3
ら
台、

と
t.r. 
つ

t.:.. 
が

」
の
う
ち

ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
帝
競
に
つ
い
て
は
、

『
奮
満
洲

「

mH25
。ロ
8

7

0
耳
目
-
J白
Z
ロ
巾
ロ
仏
己
江
口

m
m
m
T白
ロ
」

で
あ
る
こ
と
、

ま
た
順
治
初
纂

『
大
清
太
宗
文
皇
一
帝
貫
録
』
の
漢
文
本
に
よ
っ
て
、
漢
字
表
記
が
「
寛
温
仁
聖
皇
一
一
帝
」
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
の
満
洲



語
と
漢
字
の
表
記
か
ら
は
、

「
仁
」
・
「
寛
」
と
い
う
皇
帝
の
徳
に
関
わ
る
意
義
だ
け
を
稽
揚
し
た
よ
う
に
理
解
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、

『
登
ハ

ン
大
位
檎
』
に
蒔
載
さ
れ
て
い
る
天
聴
一

O
年
四
月
八
日
の
上
奏
文
に
、

ハ
ン
・
エ
ジ
ェ
ン
よ
。
貴
方
は
天
下
の
凱
れ
た
時
に
遭
遇
し
て
、
徳
を
修
め
て
天
の
命
を
受
け
、
逆
ら
う
者
は
武
力
で
討
ち
、
従
う
者
は

招
撫
し
、
仁
・
寛
の
心
を
高
民
に
施
し
て

(
m
g
E
g
g
-出
E
5
3
5州
g

r
由
巳
笠
宮
山
)
、
朝
鮮
園
を
降
服
さ
せ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
園

を
一
つ
に
統
合
し
た
。
玉
璽
を
得
た
。
内
外
を
和
合
し
た
会
O
門性

Z
F円
包
宮

E
d『同
5
、白
E
V
E
-
M
同
)
。
上
に
あ
っ
て
は
天
の
心
に
遁
い
、

下
に
あ
っ
て
は
民
の
意
に
合
致
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
衆
人
は
皆
、
天
の
命
に
従
っ
て
象
競
を
定
め
る
。

と
、
ま
た
前
掲
の
四
月
一
一
日
の
表
文
に
、

内
外
の
衆
ベ
イ
レ
ら
、
大
臣
ら
は
一
堂
に
曾
し
、
ハ
ン
を
稽
揚
し
て
寛
温
仁
聖
皇
帝

g
E江
口
密
巾
宮
口
)
、
園
競
を
改
め
て
大
清
園
、
年
競
を
改
め
て
崇
徳
元
年
と
し
た
。

そ
の
た
め
、

(mO回
目
ロ

。ロ円。

}
H
D
d

司白ご可白凹ロロ

と
あ
る
こ
と
か
ら
、

寛
温
仁
聖
皇
帝
の
満
洲
語
表
記

「
mO凹
5
0ロ
noyp話
回

-q白
田
口
口
巾
ロ
仏
己
ユ
ロ

mmmy由ロ」
t工

「
仁
・
寛
の
心
を
寓
民
に

(仏
O
円ぬ』

E-巾
円
笠
宮
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施
じ
て

Q
2
5
8
8
ゲ巾

z
s
g
可

m
g
r
z
-
m
-
3
3」
に
お
け
る
「
仁
・
寛
の
心
」
と
、

に
お
け
る
「
和
合
」
と
を
特
筆
し
て
「

mom-ロ
Oロ
g

E毛
田
口
可
白
印
ロ
ロ
」

「
内
外
を
和
合
し
た

ゲ
ロ
宅
間
口
苫
ヨ
ゲ
ロ
「
同
〉
」

と
稽
揚
し
た
こ
と
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。

と

な
れ
ば
、
天
聴
一

O
年
四
月
に
お
け
る
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
一
帝
競
の
満
洲
語
表
記
は
、
単
に
皇
一
帝
と
し
て
の
徳
を
備
え
て
い
る
こ
と
だ
け
を
示

し
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
内
外
を
和
合
」
し
て
多
民
族
園
家
の
君
主
と
な
司
た
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
も
こ
の

場
合
、
寛
温
仁
聖
皇
一一
帝
の
漢
字
表
記
は
満
洲
語
表
記
か
ら
の
翻
-
謬
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
漢
字
表
記
で
は
「
内
外
を
和
合
し
た
」
意
義
を
象
徴

す
る
-意
味
合
い
が
稀
薄
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が

い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
附
け
加
え
る
な
ら
ば
、
と
も
す
れ
ば
、

ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
一
一
帝
即
位
は
明
朝
を
意
識
し
た
も
の
と
し
て
、

ま
た
「
内
外
を
和
合
し
た
」

と
す
る
場
合
の

「
内
外
」
と
は
、
皇
一
一
帝
に
推
戴
し
た
満
洲
・
モ
ン
ゴ
ル
・
漢
の
三
族
を
さ
す
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
よ
う
が
、

四
月
一
一
日
の

107 

祝
文
に
、
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マ
ン
ン
ュ
園
の
臣
ホ
ン

・
タ
イ
ジ
が
敢
て
天
地
に
告
げ
る
こ
と
。
私
の
砂
田
知
が
ハ
ン

位
を
縫
い
で
以
来
、
大
道
の
た
め
に
常
々
思
い
を
巡

ら
し
、
時
ご
と
に
薄
氷
を
踏
む
よ
う
に
憂
慮
し
、
深
夜
に
横
に
な
り
、
夜
明
け
前
に
起
き
て
働
む
こ
と
、

一
O
年
に
な
司
た
。
天
は
慈
し

ん
で
父
祖
の
道
を
輿
し
、
朝
鮮
園
を
降
服
さ
せ
た
。

モ
ン

ゴ
ル
園
を

一
つ
に
統
合
し
て、

玉
璽
、
彊
土
を
得
た
。
内
外
の
大
臣
ら
、
衆
民

は
皆
、
私
に
功
が
あ
る
と
し
て
、
傘
放
を
宣
揚
し
て
天
の
意
一
に
適
い
た
い
と
言
う
の
で
、
私
は
「
大
明
圏
と
ま
だ
敵
針
し
て
い
る
。
傘
披

を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
言
っ
て
何
度
も
痘
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
衆
人
の
一
意
に
従
い
、

を
受
け
て
、
園
放
を
改
め
て
大
清
園
、
年
続
を
改
め
て
崇
徳
元
年
と
し
た。

皇
帝
位

(E
2
E
m
-
-
8
2
5
)

と
あ
る
よ
う
に
、
皇
一
帝
即
位
を
満
た
す
傑
件
と
し
て

マ
ン
ジ
ュ
園

・モ

ン
ゴ
ル
園
の
支
配
、
朝
鮮
園
の
卒
定
、
大
元
停
園
の
玉
璽
の
獲
得
が

示
さ
れ
て
い
る
の
と
同
時
に
、

不
足
の
傑
件
と
し
て
敵
封
す
る
大
明
園
の
存
在
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
和
合
し
た
「
内

外
」
と
は、

マ
ン

ジ
ュ
園
(満
洲
族
)
、
モ
ン
ゴ
ル
園
(
モ
ン
ゴ
ル
族
〕

大
明
園
の
一
部
と
し
て
の
漢
族
に
加
え
て
、
朝
鮮
園
を
も
含
む
も
の
で
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あ
り

ホ
ン

・
タ
イ
ジ
が
皇
帝
位
に
即
い
た
究
極
に
は
、
東
北
ア

ジ
ア
、
内
陸
ア

ジ
ア
、
中
圏
内
地
を
支
配
し
た
大
元
園
皇
帝
一
を
継
承
す
る
も

の
と
し
て
の
意
識
が
あ

っ
た
と
は
い
え
ま
い
か
。

こ
の
こ
と
は
、
清
の
天
聴
一

O
年
四
月
以
降
に
お
け
る
封
朝
鮮
・
封
明
政
策
の
重
要
性
を
示

す
も
の
で
あ
り
、

『
登
ハ
ン
大
位
槍
』
が
特
に
そ
の
末
尾
部
分
に
崇
徳
二
年
六
月
一
九
日
に
お
け
る
「
朝
鮮
園
を
二
度
卒
定
し
、
大
明
園
の
皮

島
を
壊
滅
さ
せ
た
櫨
に
よ
る
祝
文
」
を
轄
載
し
て
い
る
こ
と
の
土
意
味
合
い
も
、
こ
の
黙
に
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
よ
う。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ

に
清
朝
は
多
民
族
園
家
と
し
て
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
前
述
の
ご
と
く
、

ホ
ン

・
タ
イ
ジ
は
天
聴

一
O
年
四
月
一
一
日
に
皇
帝
一
位
に
聞
き
、
崇
徳
改
元
、
大
清
園
へ
の
園
競
改
稿
を
行
つ

た
の
で
あ
る
が
、
従
来
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
た
満
文
縫
案
で
は
、
天
聴
一

O
年
四
月
一

一
日
以
降
の
ホ
ン

・
タ
イ
ジ

に
射
し
て
「

E
2
2勾

円
ご
(
皇
帝一
)」

例
え
ば
『
奮
満
洲
檎
』
や
『
満
文
老
槍
』
を
み
る
と
、

記
が

「
Z
ロ」

か
ら
「
ぬ
S
5
。ロ
8

7
D
老齢
ご
苫
m
E
ロ

g
Lロユロ
mm巾

r白ロ」
や

「
gLZ己ロ
mm巾

r
g」

の
表
記
を
用
い
て
い
な
い
。

天
聴

一
O
年
四
月
の
前
・

後
で
満
洲
語
表

に
媛
わ

っ
て
い
る
も
の
の
、

一
貫
し

て

「}回目ロ」

の
表
記
を
用
い
て
お
り

ホ
ン
・
タ
イ
ジ

に
閲
し
て

「
}
d
D

耳
目
コ
肉
牛
こ

の
表
記
を
用
い
た
記
事
は
全
く
牧
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ



も
な
い
。

qコ
票占

て〉

痛い
室長
著漏
究洲
舎文

言語
議己
文コ
老品
格き
Ib = ロ

町司
0... 

の
表
記
を
用
い
ず
に
、

「『白ロ」

の
表
記
で
皇
帝
を
も
表
し
た
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

〈I
J
W、
東
洋
文
庫
刊
、

一
九
五
五
1
六
一
一
一
年
〉
で

原
文
に
お
け
る

の
表
記
に
劃

と
な
っ
て
い
る
の
も
、

「『同ロ」

す
る
誇
出
が
天
聴
一

O
年
四
月
一

O
日
ま
で
は

「出血ロ」、

山
宗
徳
元
(
リ
天
聴
一

O
)
年
四
月
一
一
日
以
降
は
「
皇
一
帝
一
」

皇
帝
位
に
聞
い
た
こ
と
で
原
文
に
お
け
る
表
記
が

「「出口」

か
ら
「
∞
o
m
z
。ロ円
o
r
D
J毛
色
ぞ
曲
目
ロ
ロ
巾
ロ
仏
口
一
江
口
∞
m
川
町
ゲ
白
ロ
」

や
「
巾
ロ
仏
ロ
江
口
自
由

ゲ白ロ」

に
出
現
化
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
た
上
で
、

あ
る
い
は
原
文
に
お
け
る

「「白ロ」

の
表
記
に
は
皇
帝
一
空
意
味
が
加
味
さ
れ
て
い
る
と
解

揮
し
た
例
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
出
自
瞳
は
安
嘗
で
あ
り
、
特
に
異
議
を
挟
む
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

位
楼
』
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
祝
文
や
表
文
を
み
る
と
、
崇
徳
元
年
四
月
一
一
日
以
降
の
満
洲
文
で
特
に
「

E
g
g包
亡
の
表
記
を
用
い
ず
に
、

『
登
ハ
ン
大

「r
田口」

の
表
記
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
は
あ
る
種
の
意
味
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、

そ
の
貼
に
つ
い
て
些
か
附
言
し
て
お
き

R-
、。

+
h

、hw

録
)
に
は
、

ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
言
と
し
て
、
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『
登
ハ

ン
大
位
楢
』
の
場
合
、
山
宗
徳
元
年
四
月
一
一
日
に
天
壇
で
天
一
帝
の
神
位
に
祭
告
し
た
祝
文
(
『
沓
満
洲
捲
』
や
『
満
文
老
稽
』
に
は
未
枚

衆
人
の
意
に
従
い
、
皇
帝
一
位
(
百
者
自
由
州
全
∞
O
O
Z
H
H
〉
を
受
け
て
、
園
競
を
改
め
て
大
清
圏
、
年
競
を
改
め
て
崇
徳
元
年
と
し
た
。

と
あ
り
、
「
皇
帝
位

(
E司
自
∞
長
田
0
2
5
)」
と
明
記
し
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
直
後
に
宣
揚
し
た
表
文
に
は
、

内
外
の
衆
ベ
イ
レ
ら
、
大
臣
ら
は
一
堂
に
舎
し
、
ハ
ン
を
稿
揚
し
て
寛
温
仁
聖
皇
帝
一

Q
S
E
g
n
o
y口
毛
色
ぞ
回
目

5
2
E江口
m
判
官
宮
口
〉
、

園
競
を
改
め
て
大
清
園
、
年
続
を
改
め
て
崇
徳
元
年
と
し
た
。

と
あ
り
、

「ケ白ロ」

の
表
記
を
用
い
て
い
る
。

ま
た

翌
一
二
日
に
お
け
る
ヌ

ル
ハ

チ

イ
ェ
へ
・
ナ
ラ
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
皇
一
帝
一
、

皇
后
に
追
封

す
る
祝
文
〈
『
奮
満
洲
檎
』
や
『
満
文
老
檎
』
に
は
未
枚
録
〉
の
場
合
に
も
、
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大
位
を
縫
い
だ
子
が
、
父
ハ
ン
、
母
フ
ジ
ン
の
神
位
の
前
で
敢
て
告
げ
語
る
こ
と
。
朕
は
、
父
ハ
ン
の
残
し
た
重
い
ハ
ン
位
を
受
け
て
一

O
年
に
な
る
ま
で
、
董
夜
な
く
愁
い
、
父
ハ
ン
の
先
の
意
に
近
附
き
た
い
と
畏
れ
、
内
は
躍
に
従
い
、
外
の
園
を
征
討
し
、
朝
鮮
園
を
降



服
さ
せ
、

玉
璽
を
得
た
の
で
、
衆
ベ
イ
レ
ら
、
大
臣
ら
、
外
省
の
衆
ベ
イ
レ
ら
が
舎
し
て
、
天
の
時
機

に
従
い
た
い
と
、
肢
を
稽
揚
し
、
皇
帝
位

(
E
4
3ロ
m
e
m
o
a
E〉
に
付
け
、
園
読
を
改
め
て
大
清
圏
、
年
読
を
改
め
て
崇
徳
元
年
と
し
た
。

「
皇
帝
一
位
(
ケ
ロ
宅

g
m
e
8
2
5
)」
と
明
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

一
一
一
日
の

場
合
に

110 

モ
ン
ゴ
ル
園
を
一
つ
に
統
合
し
、

と
あ
り
、
や
は
り
ホ
ン
・

タ
イ
ジ
の
言
と
し
て
、

も
前
日
の

一
一
日
の
場
合
と
同
様
に
、
績
い
て
宣
讃
し
た
功
臣
フ
イ
オ
ン
ド
ン
と

エ
イ
ド
ゥ
を
追
傘
し
て
廟
位
を
立
て
る
二
つ
の
祝
文
の
冒
頭

に
は
共
に

O
大
溝
園
の
崇
徳

・
丙
子
・
元
年
四
月
一
一
一
日
に
お
け
る
寛
温
仁
聖
皇
帝

Q
S
E
。ロ

g
r口
三
凶ロ
ヨ
印
5
2
ι
5
5∞
唱

E
ロ
)
の
旨
。

と
占
の
り
、
「
}
凶
同
ロ
」

の
表
記
を
用
い
て
い
る
。
そ
し
て
以
上
の
二
例
を
除
く

『
登
ハ
ン
大
位
指
』
の
他
の
記
事
に
お
い
て
は
、
『
奮
満
洲
楢
』
や

『
満
文
老
槍
』
に
轄
載
さ
れ
て
い
る
記
事
と
同
様
、
全
て
「

E
ロ
」
の
表
記
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
崇
徳
年
聞
に
は
む

の
表
記
を
用
い
た
の
で
は
な
い
か
と
愚
考
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ホ
ン
・
タ
イ

の
表
記
を
用
い
ず
に
、
「

E
ロ」

-110-

し
ろ
意
識
的
に

「
宮
宅
問
ロ
包

F

」

ジ
は
、
父
ヌ
ル
ハ

チ
が
封
外
的
に
の
み
皇
帝
を
自
稽
し
た
段
階
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
満
洲
・
モ
ン
ゴ

ル
・
漢
族
の
三
園
に
よ
る
衆
議
決
定
の
形

(
州
制
)

式
で
圏
内
的
に
も
正
式
に
ハ
ン
H
皇
帝
と
な
っ
た
も
の
の
、
ヌ
ル
ハ
チ
以
来
の
満
族
枇
舎
に
お
け
る
ハ
ン
が
グ
サ
制
に
制
約
さ
れ
る
支
配
構
造

を
超
越
す
る
支
配
基
盤
を
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
mom-ロ
8
8
7ロ
者
同
ロ
吉
田

E
M
g仏

5
5
m
m巾
y
g」
や
「

g
L
Z江口∞∞白
r
g」

主
意
識
的
に
強
調
す
る
健
制
を
と
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

の
表
記
に
よ
っ
て
、
従
来
の
車
な
る
「

E
E
と
異
な
り
、
満
洲
・
モ
ン
ゴ
ル
・
漢
の
三
族
の
上
に
君
臨
す
る
新
し
い

後
年
作
成
の
酔
書
で
は
あ
る
が
、
康
照
四
七
(
一
七
O
八
)
年
の
御
製
序
を
付

「ゲ同ロ」

で
あ
る
こ
と

し
た
『
御
製
清
文
鑑
』
巻
二
に
、

O
「
Z
d〈
白
ロ
包
』
」
徳
が
天
地
に
相
等
し
か
っ
た
場
合
を
吉
宅

g包
F

(

皇
帯
)
と
稽
揚
す
る
。

O
「
宮
ロ
」
園
を
統
一
し
た
エ

ジ
ェ
ン

(主
〉
を
、
満
洲
の
ハ
ン
・
モ
ン
ゴ
ル
の
ハ
ン
と
稽
揚
す
る
。

と
あ
り
、

「r白ロ」

に
劃
し
て
特
に
満
洲
族
社
舎
、

モ
ン
ゴ
ル
族
社
舎
に
関
連
す
る
語
集
解
樺
を
付
し
て
い
る
こ
と
や、

務
正
二
ニ
(
一
七
三

五
)
年
の
序
の
あ
る
『
丞
一
日
漢
清
文
鑑
』
第
二
巻
に
、
「
百
宅

g
m
p
皇
帝
」
、

「
E
P
君
」
と
あ
る
よ
う
に
、
清
初
期
に
作
成
さ
れ
た
満
・
漢
封



(
川
出
〉

誇
の
僻
書
類
で
は
例
外
な
く
「
宮
司
自
立
ご
と

と
を
明
確
に
匝
別
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
裏
書
き
す
る
も
の
と
い
え
よ

う
。
こ
の
推
論
の
是
非
は
と
も
か
く
、
山
宗
徳
年
聞
の
満
洲
文
で
一
貫
し
て
「

E
ロ
」
の
表
記
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
、
清
朝
に
お
け
る
グ
サ
制

の
制
約
を
越
え
る
ハ
ン
権
確
立
の
形
成
過
程
を
考
え
る
上
で
、
留
意
す
べ
き
離
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「日H
同ロ」

一
帝
」
・
「
皇
上
」
な
ど
の
表
記
に
襲
え
て
、

な
お
、
順
治
初
纂
『
大
清
太
宗
文
皇
一
帝
一
貫
録
』
の
場
合
に
は
、
そ
の
漢
文
本
が
、
天
聴
一

O
年
四
月
の
前
・
後
で
「
汗
」
の
表
記
か
ら
「
皇

ハ
州
出
〉

ホ
ン
・
タ
イ
ジ
が
皇
帝
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
ほ
か
、
満
文
本
に
お
い
て
も
、

父
・
太
宗
文
皇
帝
(
同
B
印
宮
正
N

ロロ
m
r
rロ
4
3ロ
m
E
C
が
さ
ら
に
加
え
て
規
模
を
贋
げ
た
こ
と
に
劃
し
、
:
:
:
ハ
序
)

と
あ
る
よ
う
に
、

「「口

JEロ
関
門
出
(
皇
一
帝
)
」
の
表
記
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
槌
案
と
寅
録
と
に
お
け
る

ホ
ン
・
タ
イ
ジ
に
劃
し
て
明
確
に

史
料
的
性
格
の
相
違
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
入
閥
、
北
京
遜
都
を
経
て
順
治
一
一
帝
が
文
字
通
り
中
園
皇
帝
に
な
り
、
清
朝
に
お
け
る
政
治
的
背
景

が
大
き
く
襲
化
し
て
い
く
中
で
『
大
清
太
宗
文
皇
帝
一
貫
録
』
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。

衣
に
、

ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
父
ヌ
ル
ハ
チ
及
び
母
イ
ェ
へ
・
ナ
ラ
氏
の
誼
競
(
皇
脅
競
・
皇
后
践
・
廟
貌
〉
と
陵
名
を
制
定
し
た
経
過
に
移
り
た

い
。
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
一
帝
一
即
位
、
崇
徳
改
元
、
大
清
園
へ
の
園
競
改
稿
が
天
聴
一

O
年
四
月
一
一
日
で
あ
る
以
上
、
そ
の
父
母
の
誼
競
と
陵

名
の
制
定
は
こ
の
日
以
降
の
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
従
来
の
槍
案
や
貫
録
な
ど
の
諸
史
料
で
は
記
事
内
容
や
表
記
に
統
一
性

が
な
く
、
ヌ
ル
ハ
チ
及
び
イ
ェ
へ
・
ナ
ラ
氏
の
誼
競
(
皇
帝
貌
・
皇
后
競
・
廟
銃
〉
及
び
陵
名
制
定
の
経
過
が
剣
然
と
し
な
い
。
例
を
示
そ
う
。

ヌ
ル
ハ
チ
存
命
中
の
天
命
一

0

2
六
二
五
〉
年
の
記
事
か
ら
ヌ
ル
ハ
チ
に
射
し
て
太
租
の
廟
競

崇
徳
元
〈
二
ハ

(川必ω
)

イ
エ
へ

.
ナ
ラ
氏
を
上
太
后
孝
慈
昭
憲
純
徳
貞
順
成
天
育
聖
武
皇
后

『
蓄
満
洲
檎
』
や
『
瀬
文
老
槍
』
で
は
、

を
付
し
て
い
る
。

ま
た
陵
名
や
皇

一一帝
暁
に
つ
い
て
は
、

か
ら
ヌ
ル
ハ
チ
を
上
太
租
承
天
贋
運
聖
徳
神
功
肇
紀
立
極
仁
孝
武
皇
一
帝
、

と
記
し
て
い
る
も
の
の
、

い
ず
れ
の
場
合
も
い
つ
の
制
定
に
よ
る
も
の
か
は
明
確
な
記
載
が
な
い
。

次
に
貫
録
を
み
る
と
、
崇
徳
元
年
告
成
『
大
清
太
租
武
皇
一
帝
一
貫
録
』
に
、

天
命

(
一
六
二
六
〉
年
八
月
一
一
日
に
ヌ
ル
ハ
チ
が
死
亡
し

111 

そ
の
翌
日
に
遺
瞳
を
埋
葬
し
た
こ
と
を
俸
え
る
記
事
が
轄
載
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
埋
葬
に
つ
い
て
は
「
安
唐
子
溶
陽
域
内
西
北
角
。
」

(巻
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四
〉
と
し
か
み
え
ず
、

そ
の
陵
の
建
造
や
廟
競
制
定
に
闘
す
る
記
載
は
な
い
。

そ
の
後
の
推
移
を
順
治
初
纂
『
大
清
太
宗
文
皇
一
帝
貫
録
』
に
よ

天
聴
三
三
六
二
九
)
年
二
月
一

O
日、

漆
陽
城
の
東
二

O

同
年
九
月
一
日
に
ハ
ン
位
を
縫
い
だ
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
、

里
に
あ
る
石
鳴
頭
山
に
ヌ
ル
ハ
チ
と
自
分
の
生
母
を
合
葬
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
の
時
も
墓
前
の
東
西
に
坊
を
建
て
た
だ
け
の
ご
く
簡
素
な
も
の

っ
て
整
理
し
て
み
る
と
、

で
あ
り
、

や
は
り
陵
の
建
造
や
廟
続
制
定
に
闘
す
る
記
載
は
み
え
な
い
。

つ
い
で
同
八
年
一

O
月
六
日
、

工
部
に
命
じ
て
、
中
園
の
古
制
に
倣

ぃ
、
松
並
木
を
整
え

虎

獅
子
な
ど
の
石
像
を
並
べ
、

瞳
裁
を
整
え
た
と
あ
る
が
、

依
然
と
し
て
陵
名
や
廟
続
制
定
に
関
す
る
記
載
は
な

そ
の
一
方
で
順
治
初
纂
『
大
清
太
宗
文
皇
一
帝
貫
録
』
の
瀬
文
本
で
は
天
聴
年
聞
か
ら
太
租
の
廟
披
を
用
い
て
い
る
ほ

か
、
そ
の
漢
文
本
に
い
た
っ
て
は
、
天
聴
年
聞
か
ら
一
幅
陵
の
記
載
が
み
え
る
上
に
、
同
・
満
文
本
の
記
載
に
手
を
加
え
て
、
天
聴
年
聞
か
ら
太

ぃ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

組
の
墓
を
陵
と
稿
し
て
い
た
よ
う
に
改
め
て
い
る
。

三
月

一
日
に
、

一
例
と
し
て
天
聴
一

O
〈
二
ハ
三
六
)
年
三
月
一
日
の
記
事
を
示
す
と
、
満
文
本
に
、

ハ
ン
は
衆
ベ
イ
レ
ら

・
大
臣
ら
を
率
い
て
、

上
太
組
ゲ
ン
ギ
イ
ェ
ン

・
ハ
ン
に
劃
し
て

(
門
凶
巾
H
m
N
H
門
出
』
仏
N
戸

閃

四円

Mmm
-可巾

ロ

-112-

}戸
田
口
号
)
清
明
節
の
瞳
に
よ

っ
て
祭
っ
た
。

(
巻
二
八
)

と
あ
る
の
に
射
し
、
漢
文
本
に
は

三
月
初
一
目
。
以
清
明
節
。
上
率
衆
貝
助
大
臣
。
往
祭
太
租
陵
。

(
川
叫
〉

と
あ
り
、
満
文
本
に
「
上
太
租
ゲ
ン
ギ
イ
ェ
ン

・
ハ
ン
に
射
し
て
」
と
あ
る
部
分
が
、
漢
文
本
で
は

「
太
租
陵
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

(
径
二
二
)

こ
の
よ
う
に
従
来
判
然
と
し
な
か
?
た
ヌ
ル
ハ
チ
及
び
イ
ェ
へ
・
ナ
ラ
氏
の
誼
競
(
皇
帝
披
・
皇
后
貌
・
廟
競
〉
及
び
陵
名
制
定
の
経
過
が
、

『
登
ハ
ン
大
位
指
』
に
轄
載
さ
れ
て
い
る
祝
文
と
詔
な
ど
に
よ
っ
て
明
確
に
跡
づ
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
に
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
一
帝
即
位

前
後
の
経
過
を
述
べ
た
際
に
示
し
た
よ
う
に
、
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
が
皇
一
帝
位
に
聞
い
た
天
聴
一

O
年
四
月
一
一
目
、
父
ヌ
ル
ハ
チ
、
母
イ
ェ
へ
・

ナ
ラ
氏
、
衆
租
を
追
傘
し
て
廟
位
を
立
て
て
祭
る
事
情
と
そ
の
祭
る
躍
を
定
め
る
事
情
と
を
太
租
・
太
后
の
金
の
墓
前
で
告
示
。
翌
一
一
一
日
、

太
組
・
太
后
の
廟
、
衆
租
の
廟
を
祭
り
に
行
き
、
衆
租
の
廟
位
の
前
で
遁
封
す
る
祝
文
を
宣
讃
し
た
後
、
父
ヌ
ル
ハ
チ
を
承
天
贋
運
聖
徳
神
功

肇
紀
立
極
仁
孝
武
皇
帝
(
白

r
E
二

凶

伺

印

町

宮

田

E
F話
。
ロ
ゲ
冊
目

E
r
g
g
z
z
-
関
口

E
ロ
ご

g
z
p
r
Eロ
ニ

FEE-
同
巾
担
問

g
r
m
m
cロ
∞
官



}回目。山口ロ
m
m白・

仏

0
5
母
島
ロ
B
E
Y
P
m一口問品川口口
C
-
凹}凶ロロ・

ゲロ門ロユロ
m
m由開-門日開口
m
m叩・

母
イ
ェ
へ
・
ナ
ラ
氏
を
孝
慈
昭
憲
純
徳
貞
順
成
天
育
聖
武
皇
后

(
m
o
m
E

巾ロ門日ロユロ
m
m
m
g
d『
g
m
r
m
O〉
と
這
傘
し
、
さ
ら

問。回目ロ}岡山
O
山口口
m
m同・

roHOロ
m
m
o
mロ
仏
ロ
江
口
mm巾
rodq白ロ関与む、

に
こ
の
追
封
の
祭
穫
を
終
え
た
後
、
上
太
租
・
太
后
の
墓
を
一
帽
陵
と
稽
し
た
。
そ
し
て
同
月
二
三
日
に
ヌ
ル
ハ
チ
と
イ
ェ
へ
・
ナ
ラ
氏
の
廟
競

に
闘
す
る
典
例
と
し
て
、
「
先
の
上
ハ
ン
、
上
フ
ジ
ン
を
歴
史
書
に
記
す
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
場
合
に
は
祭
文
に
記
す
場
合
で
あ
っ
て
も
、

稽
揚
し
た
名
を
完
全
に
記
し
て
、
太
組
、
太
后
と
記
す
。
た
だ
の
通
常
の
文
に
記
す
場
合
で
あ
っ
て
も
、
普
通
に
言
の
葉
に
の
せ
る
場
合
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
場
合
に
は
上
太
組
、
上
太
后
と
い
う
。
」
と
定
め
る
詔
を
下
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
皇
帝
、

と
こ
ろ
で
こ
の
場
合
、
二
つ
の
黙
が
問
題
と
な
ろ
う
。
第
一
貼
は
、

皇
后
に
遁
封
し
た
崇
徳
元

(H天
聴
一

O
〉
年
四
月
一
二
日
の
前
日
の
記
事
で
「
太
組
」
、

『
登
ハ
ン
大
位
檎
』
に
お
い
て
も
、

ヌ
ル
ハ
チ
、

イ
ェ
へ
・
ナ
ラ
氏
を

「
太
后
」

の
表
記
を
用
い
て
い
る

ヵ:

こ
の
「
太
粗
」
、

「
太
后
」
の
表
記
を
ど
の
よ
う
に
解
穫
す
る
か
で
あ
り
、

-113ー

第
二
貼
は
『
登
ハ
ン
大
位
槍
』
の
崇
徳
元
年
四
月
一
二
日
に

お
け
る
迫
封
の
祝
文
に
み
え
る
「
孝
慈
昭
憲
純
徳
貞
順
成
天
育
聖
武
皇
后
」
の
満
洲
語
表
記
が
、
同
じ
く
崇
徳
二
年
九
月
二
七
日
に
お
け
る
覗

文
に
み
え
る
表
記
と
少
し
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
.
と
う
捉
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
登
ハ
ジ
大
位
槍
』
天
聴
一

O
年
四
月
一
一
日
の
記
事
に
は
、
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
を
稿
揚
し
て
寛
温
仁
聖
皇
一
帝
、

園
競
を
改
め
て
大
清
園
、
年
披
を
改
め
て
崇
徳
元
年
と
す
る
表
文
を
宣
揚
し
た
こ
と
に
績
い
て
、

先
ず
第
一
の
黙
で
あ
る
が
、

た
め
に
、

ハ
ン
は
そ
れ
か
ら
、
太
租

(ELNロ
)
、
太
后

(
E
Z
O〉
の
墓

(ap)
に
廟
位

(
g
5
8
0
5
M〉
を
立
て
る
事
情
を
告
げ
に
行
か
せ
る

(

必

)

ま
た
文
官
ヒ
フ
ェ
ら
三
人
に
祝
文
を
持
た
せ
、

上

等

公

ヤ

ン

グ

リ

・

エ

フ

ら

一

六

人

を

遣

わ

し

、

太

租

の

金

の

墓

(
S
E
Nロ

(日明〉

(
U
〉(岬叩〉

F

白
2
5
-
え
る
に
告
げ
る
た
め
に
遣
わ
し
た
。
彼
等
は
墓
前
に
脆
い
て
祝
文
を
宣
告
し
た
。
そ
の
覗
文
の
言
。
「
ハ
ン
位
を
継
い
だ
孝
子

が
父
ハ
ン
の
一
紳
位
の
前
で
告
げ
る
こ
と
。
脹
は
古
制
に
倣
い
、
父
ハ
ン
、
母
フ
ジ
ン
の
功
徳
を
稽
揚
し
、
四
月
一
二
日
に
廟
位
を
立
て
て

高
租
ド
ゥ
ド
ク
・
フ
マ
ン
、
曾
祖
(
ギ
オ

祭
り
、
祭
種
を
定
め
る
。
叉
、
父
ハ
ン
の
意
に
遍
い
た
い
と
、

チ
ャ
ン
ガ
)
、
祖
父
(
タ
グ
シ
)
、
こ
の
四
租
、

始
租
ド
W
J

ド
ゥ
・
メ
ン
テ
ム
、

113 

(
及
び
そ
の
)
四
批
(
ヨ
由
自
由
)
を
追
隼
し
、
廟
位
を
立
て
る
。
宗
室
の
租
リ
ド
?
ン
・
バ
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ト
ル
を
亦
、
(
四
組
の
)
次
席
に
定
め
る
。
父
ハ
ン
の
神
魂
が
知
れ
ば
、
(
衆
租
も
)
皆
遍
く
聞
き
知
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
又
、
功
臣
フ
ィ

父
ハ
ン
の
南
側
に
立
て
る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
も
父
ハ
ン
の
神
魂
が
慈
し
み
思
っ
て
招
く
所
に
至

り
た
い
。
」
と
。
祝
文
を
宣
告
し
終
え
た
後
、
三
脆
九
叩
頭
し
、

オ
ン
ド
ン
、

エ
イ
ド
ゥ
の
霊
魂
を
亦
、

祝
文
を
焼
い
て
、
大
臣
ヤ
ン
グ
リ
ら
は
戻
っ
て
来
た
。

(
品
目
)

ン
は
寝
前
に
的
を
立
た
せ
、
箭
を
射
る
名
人
ら
に
射
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
戻
り
来
る
際
に
は
、
儀
伎
の
ロ
問
を
前
に
列
べ
、
陶
製
の
鼓
に
よ

る
柴
を
響
か
せ
な
が
ら
、
盛
京
城
の
徳
盛
門
を
入
っ
て
来
た
。

そ
れ
か
ら
聖
ハ

と
あ
る
。

こ
の
場
合
の
「
太
粗
」
、

「
太
后
」
の
表
記
は
ど
う
解
律
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
直
前
に
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
を
皇
帝
一
と
稿

揚
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

廟
位
を
立
て
て
ヌ
ル
ハ
チ
、

イ
ェ
へ
・
ナ
ラ
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
皇
帝
一
、

皇
后
に
追
封
す
る
前
日
で
は
あ
る
が
、

し
か
し
、
引
用
記
事
に
「
太
組
令
色
合
口
〉
、

太
租
の
金
の
墓
(
門
担
E
E
-
3凶
E
H
m
p
)
に
告
げ 「太

租
」
、
の
誼
披
で
表
記
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。

(grg)
の
墓

(
2
P
)
に
廟
位

(
2
0
8
2
5
)
を
立
て
る
」
、
「
祝
文
を
持
た
せ
、

「
太
后
」

太
后

る
」
と
あ
り
、
陵
と
表
記
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
誼
競
と
は
考
え
に
く
い
黙
が
残
る
。
む
し
ろ
崇
徳
元

(
H天
聴
一

O
〉
年
四
月
一

二
日
に
ヌ
ル
ハ
チ
、
イ
ェ
へ
・
ナ
ラ
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
皇
帝
、
皇
后
に
這
封
す
る
以
前
か
ら
、

一
般
的
な
宗
廟
の
制
と
し
て
「
太
租
」
、
「
太
后
」

-114ー

の
廟
披
を
用
い
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
開
始
時
期
と
し
て
最
も
可
能
性
の
高
い
の
は
、

「
太
組
、
太
后
の
墓
」
、

す
な
わ
ち

太
組
と
太
后
と
を
合
葬
さ
せ
た
「
太
租
の
金
の
墓
」
を
建
造
し
た
時
で
あ
り
、
順
治
初
纂
『
大
清
太
宗
文
皇
一
一
帝
質
録
』
に
従
う
な
ら
ば
、
溶
陽

城
の
東
二

O
里
に
あ
る
石
鳴
頭
山
に
墓
を
移
し
て
ヌ
ル
ハ
チ
と
イ
ェ
へ
・
ナ
ラ
氏
を
合
葬
さ
せ
た
天
聴
三
三
六
二
九
)
年
二
月
一

O
日
と
い

天
命
一

O
(
二
ハ
二
五
)
年
五
月
二
九
日
の
記
事
で

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
前
述
し
た
よ
う
に
『
嘗
満
洲
稽
』
や
『
漏
文
老
稽
』
で
は
、

ヌ
ル
ハ
チ
に
劃
し
て
太
租
の
廟
践
を
付
し
て
い
る
。
ヌ
ル
ハ
チ
存
命
中
の
こ
と
で
あ
り
、
時
期
的
に
ふ
+
一
く
矛
盾
す
る
表
記
で
あ
る
が
、
賞
際
に

『
奮
満
洲
槍
』
牧
字
植
に
轄
載
さ
れ
て
い
る
同
記
事
を
調
べ
る
と
、

太
組
合
同

-Z)
ゲ
ン
ギ
イ
ェ
ン
・
ハ
ン

(
H
H

ヌ
ル
ハ
チ
)
の
弟
ダ
ル
ハ
ン
・
バ
ト
ゥ
ル
・
ベ
イ
レ
の
第
五
子
、
シ
ャ
イ
サ
ン
グ
・
(
原
文
一
語

(
華
北
・
故
宮
博
物
院
編
印
『
奮
満
洲
楢
』
四
、

塗
抹
)
タ
イ
ジ
が
(
原
文
一
語
塗
抹
)
死
ん
だ
。

二
八
歳
で
あ

っ
た
。

一
八
九
二
頁
、

一
九
六
九
年
)



と
あ
る
部
分
は
、
も
と
も
と
の
行
聞
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
ま
た
『
満
文
老
楼
』
の
場
合
に
は
、
『
奮
満
洲
稽
』

に
お
け
る
加
筆
・
塗
抹
後
の
記
述
と
同
一
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ヌ
ル
ハ
チ
に
劃
し
て
太
租
の
廟
競
を
付
し
て
い
る
天
命
一

O
年
五
月
二
九

日
の
記
事
は
、
後
世
、
お
そ
ら
く
は
天
聴
三
年
以
降
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は

ヌ
ル
ハ
チ
と
イ
ェ
へ
・
ナ
ラ
氏
を
合
葬
さ
せ
た
頃
に
、

一
般
的
な
宗
廟
の
制
と
し
て
廟
を
建
て
、

「
太
租
」
、

「
太
后
」
の
廟

競
を
用
い
始
め
て
い
た
と
し
た
場
合
、
山
宗
徳
元

(H天
聴
一

O
〉
年
四
月
一
二
日
に
廟
位
を
立
て
て
ヌ
ル
ハ
チ
、

れ
皇
一
一
帝
、
皇
后
に
遁
封
し
た
こ
と
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
崇
徳
元
年
四
月
一
二

日
に
ヌ
ル
ハ
チ
、
イ
ェ
へ
・
ナ
ラ
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
皇
帝
、
皇
后
に
遁
封
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
一
般
的
な
宗
廟
の
制
と
し
て
の
廟
競

イ
ェ
へ
・
ナ
ラ
氏
を
そ
れ
ぞ

の
性
格
か
ら
、
太
廟
に
祭
る
際
の
誼
競
に
獲
化
し
た
と
捉
え
た
い
。
『
登
ハ
ン
大
位
槌
』
の
四
月
一
二
日
に
お
け
る
迫
封
の
祭
置
が
太
廟
の
西

側
で
施
行
さ
れ
、
し
か
も
衆
組
の
一
神
位
を
遁
封
す
る
と
共
に
、
衆
置
の
廟
前
に
作
っ
た
太
租
廟
の
紳
位
を
這
封
し
、
太
祖
廟
が
太
租
・
太
后
の

紳
廟
と
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
饗
化
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
性
格
上
の
襲
化
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
同
月
一
一
一
一
一
日

に
ヌ
ル
ハ
チ
と
イ
ェ
へ
・
ナ
ラ
氏
の
廟
競
に
闘
す
る
典
例
と
し
て
、
遁
常
は
「
上
太
租
」
・
「
上
太
后
」
と
稽
し
、
歴
史
書
や
祭
文
に
記
す
場
合

-115-

に
は
皇
帝
競
と
共
に
「
太
租
」
・
「
太
后
」
と
記
す
こ
と
を
定
め
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

次
に
第
二
の
黙
に
燭
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。
『
登
ハ
ン
大
位
槍
』
崇
徳
元
(
HH
天
聴
一

O
〉
年
四
月
一
一
一
日
に
お
け
る
遁
封
の
祝
文
に
は

「
孝
慈
昭
憲
純
徳
貞
順
成
天
育
聖
武
皇
后
」
の
満
洲
語
表
記
と
し
て
「
ぬ
g
E
E
&
g混
同
・
仏

O
B
P
島
E
S
E
E
-
m
-ロ
mmcロ
c
u
rロロ・

こ
れ
を
同
史
料
の
末
尾
部
分
に
輯
載
さ
れ
て
い
る
上
太
后
の
命
日
に

(
印
〉

あ
た
っ
て
一
繭
陵
の
上
太
后
の
紳
位
に
祝
文
を
祭
告
し
た
崇
徳
二
三
六
三
七
)
年
九
月
二
七
日
の
記
事
に
み
え
る
満
洲
語
表
記
の
「
m
S
E
E
-

可
。
。
山
口
ロ
自
由
仏
o
g
r
岳
D
g
r
z
z
m札口∞
mcロ
王
∞
百
口
町
一
仏
g
m
m
m
y
E
C江
口
自
白

g
門

Z
H
E
m
m巾
Y
口
語

g
m
r
g」
と
劃
比
し
て
み
る
と
、

「
7
5
w
g
m
m白
」
と
「
E
3
0山
g
m
m白
」
、
「
E
Z江
口
混
同
問
E
g
m
m
m」
と
「
巾
E
g
m
m叩
E
Z
E
M
m何
回
」
の
部
分
。か
相
違
す
る
。
と
こ
ろ
で
、

ゲロ
E
H
E
m
m同町
E
mロ
mmm-
巾H
戸内吉岡山口
mm叩
ゲ
ロ
認
印
ロ
m
r
g」
と
あ
る
が
、
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「
孝
慈
昭
憲
純
徳
貞
順
成
天
育
聖
武
皇
后
」
の
満
洲
語
表
記
は
、

『
登
ハ
ン
大
位
櫨
』
に
限
ら
ず
、
他
の
槍
案
史
料
に
お
い
て
も
表
記
上
の
不
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事
は
、
『
登
ハ
ン
大
位
槍
』
崇
徳
二
年
九
月
二
七
日
の
記
事
と
同
一
の
内
容
で
あ
る
。
ま
た
表
記
の
相
違
の
中
に
は
、
「
包
括
主
ロ
」
と

F
E
m
-

関口ロ」

な
ど

単
に
無
圏
黙
文
字
と
有
国
貼
文
字
と
に
よ
る
表
記
上
の
相
違
に
よ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、

『
登
ハ
ン
大
位
楢
』
に
も
み
ら

れ
た
「
E
o古
ロ
自
由
」
と
「
r
q
o
o
Eロ
m何
回
」
も
そ
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
除
く
と
、
表
記
上
の
相
違
と
し
て
問
題
と
な
る
の

は
「
伺
E
g
m
m
m
E
Z江
口
自
白
」
と
「
E
Z
H吉
田
担
問
E
g密
伺
」
の
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
『
奮
満
洲
槍
』
、
『
満
文
老
槍
』
の
無
圏
勲
本

と
有
圏
貼
本
に
閥
す
る
整
理
結
果
か
ら
直
ち
に
剣
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
槍
案
史
料
の
場
合
も
六
月
一
日
・
九
月
二
七
日
の
雨
記
事
と
、
七
月

一
五
日
・
一
一
月
一
五
日
の
南
記
事
と
で

F
E
g
m
m
m
r
R
5
5
m
m同
」
と
「
E
Z
2
M
m∞
同
市
E
g
m
m
m」
の
部
分
が
相
違
し
、
し
か
も
前
者
は

『
登
ハ
ン
大
位
槍
』
の
崇
徳
二
年
九
月
二
七
日
に
お
け
る
一
幅
陵
の
上
太
后
の
神
位
に
覗
文
を
祭
告
し
た
記
事
に
み
ら
れ
る
表
記
と
、

ま
た
後
者

は
『
登
ハ
ン
大
位
楼
』
の
崇
徳
元
年
四
月
一
二
日
に
お
け
る
迫
封
の
杭
文
に
み
ら
れ
る
表
記
と
そ
れ
ぞ
れ
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
記

の
不
統
一
が
生
じ
た
の
は

お
そ
ら
く
は
各
楢
案
に
轄
載
す
る
際
に
も
と
の
表
記
の
相
遣
を
そ
の
ま
ま
繕
承
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

そ
の
場
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合、

『
満
文
老
橋
』
に
お
け
る
作
成
時
期
の
順
序
が
問
題
と
な
ろ
う
。
こ
の
う
ち
の
『
奮
満
洲
稽
』
が

(

臼

)

『
繍
文
老
楼
』
よ
り
も
先
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
既
に
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
残
る
の
は
『
登
ハ
ン
大
位
槍
』
と
『
嘗
満
洲
楢
』

『
登
ハ
ン
大
位
槍
』
、

『
奮
満
洲
楼
』
、

と
に
お
け
る
作
成
時
期
の
順
序
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
解
明
す
る
た
め
に
は
雨
稽
案
に
闘
す
る
詳
細
な
検
討
作
業
を
要
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で

(
臼
)

も
な
い
が
、
こ
の
段
階
で
も
ひ
と
つ
の
推
論
を
提
示
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
愚
考
す
る
。
す
な
わ
ち
、

『
登
ハ
ン
大
位
指
』
、

『
嘗
満
洲
槍
』
、

『
満
文
老
槍
』
に
共
通
し
て
牧
録
さ
れ
て
い
る
九
月
二
七
日
に
お
け
る
一
隅
陵
の
上
太
后
の
神
位
に
覗
文
を
祭
告
し
た
記
事
が
、

『
登
ハ
ン
大
位
槍
』
で
は
崇
徳
二
年
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
に
封
し
、

い
る
こ
と
か
ら
、
本
来
が
崇
徳
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
記
事
を
『
奮
満
洲
稽
』
の
編
纂
時
に
崇
徳
元
年
に
改
出
現
し
て
轄
載
し
、

『
登
ハ
ン
大
位
楢
』
と
、

『
奮
満
洲
槍
』
と
『
満
文
老
槍
』
で
は
山
宗
徳
元
年
の
こ
と
と
な
っ
て

『
瀬
文
老
櫨
』

に
継
承
さ
れ
た
と
の
推
論
で
あ
る
。
無
論
こ
の
場
合
に
も
、

『
奮
満
洲
稽
』
・
『
満
文
老
橋
』
と
で
は
編
纂
継
承
の
流

れ
を
全
く
異
に
す
る
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
ま
た
『
瀬
文
老
橋
』
の
編
纂
時
に
ど
う
し
て
満
洲
語
表
記
の
統
一
を
行
わ
な
か
っ
た
の
か
な
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ど
の
疑
問
貼
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
推
論
の
是
非
は
と
も
か
く
、

『
登
ハ
ン
大
位
橋
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
崇
徳
元
J
二
年
の
記
事
に
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お
け
る
「
孝
慈
昭
憲
純
徳
貞
順
成
天
育
聖
武
皇
后
」
の
満
洲
語
表
記
に
表
記
上
の
不
統
一
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
崇
徳
元
年
四
月

一
二
日
に
初
め
て
皇
后
に
追
封
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
満
洲
語
表
記
の
瞳
裁
と
し
て
の
不
備
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
父
ヌ
ル
ハ
チ
及
び
母
イ
ェ
へ
・
ナ
ラ
氏
の
誼
競
及
び
陵
名
に
つ
い
て
今
一
度
ま
と
め
て
お
く
と
、
山
宗
徳
元
〈
H

天
聴
一

O
)

年
四
月
一
二
日
に
「
承
天
贋
運
聖
徳
神
功
肇
紀
立
極
仁
孝
武
皇
一
帝
」
・
「
孝
慈
昭
憲
純
徳
貞
順
成
天
育
聖
武
皇
后
」
の
皇
帝
競
・
皇
后
競
と
コ
踊

陵
」
の
陵
名
と
が
制
定
さ
れ
、
同
月
二
一
一
一
日
に
、
通
常
は
「
上
太
租
」
・
「
上
太
后
」
と
稽
し
、
歴
史
書
や
祭
文
に
記
す
場
合
に
は
皇
帝
競
と
共

に
「
太
租
」
・
「
太
后
」
と
記
す
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
経
過
で
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
は
皇
帝
位
に
聞
い
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
際
、
長
幼
の
序
列
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
ハ
ン
と
宗
室
諸
ベ
イ
レ
と
の
聞
の
匿
別
に
つ
い
て
は
い
か
な
る
施
策
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
衣
に
そ
の
貼
に
つ
い
て
検
討
し
て
み

'-、。

ふ
れ
、
hv

四
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(

臼

)

(

日

〉

か
つ
て
、
清
初
ハ
ン
権
の
形
成
過
程
を
検
討
し
た
際
に
鯛
れ
た
よ
う
に
、
先
撃
の
研
究
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、

入
関
前
に
お
け
る
瀬
族
の
祉
舎

v
」

+ah

、

t
t
 O

グ
ル
ン

(
m
z
E
P
園
)
に
お
け
る
ハ
ン
と
イ
ル
ゲ
ン

令
指

2
・
民
)
と
の
閥
係
。

O
部
族
(
氏
族
)
集
圏
に
お
け
る
ベ
イ
レ
(
ゲ
巾
ニ
巾
〉
・
ア

ン
パ
ン
(
白

g
g
p
大
人
・
大
臣
)
と
ジ
ュ
シ
ェ
ン
(
吉
山
内
ロ
)
と
の
関
係
。

O
ボ

l
(
σ
0
9
家
)
に
お
け
る
エ
ジ
ェ
ン

(巾

]gw
主
)
と
ア
ハ

(白
r
p
奴
・
僕
)
と
の
関
係
。

と
い
う
三
つ
の
基
本
的
な
従
属
閥
係
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
さ
ら
に
全
瞳
と
し
て
、

ハ
ン
|
|
1
ベ
イ
レ
||
i
ア
ン
パ
ン
・
ハ
フ
ァ
ン

(
E同白
P
官
)
|
|
¥
シ
ュ
シ
ェ
ン
'
イ
ル
ゲ
ン

と
い
う
構
造
を
持
ち
、
こ
の
中
で
、
本
来
が
一
グ
サ
の
主
に
す
ぎ
な
い
ハ
ン
は
、

そ
の
勢
力
基
盤
も
宗
室
一
族
内
に
お
け
る
他
の
グ
サ
の
ベ
イ



レ
た
ち
と
同
等
で
あ
り
、

ハ
ン
と
い
え
ど
も
長
幼
の
序
列
に
縛
ら
れ
る
と
い
う
グ
サ
制
の
制
約
の
中
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
長
幼
の
序
列
に
つ
い
て
結
論
か
ら
先
に
言
う
な
ら
ば
、

ホ
ン
・
タ
イ
ジ
が
皇
帝
位
に
聞
い
た
天
聴
一

O
(
H崇
徳
元
〉
年
四
月
一
一
日

前
後
に
お
い
て
は
、
未
だ
完
全
に
消
滅
し
た
と
は
い
え
な
い
社
舎
的
賦
況
に
あ
っ
た
。
『
登
ハ
ン
大
位
槍
』
に
轄
載
さ
れ
て
い
る
記
事
の
中
か

ら
三
例
を
示
そ
う
。
先
.
す
崇
徳
元
年
四
月
一
一
一
一
一
日
に
詔
を
下
し
、
祭
天
の
場
所
、
太
廟
を
祭
る
場
所
、

一
般
の
全
て
の
場
所
に
行
く
場
合
の
除

列
に
関
す
る
典
例
を
定
め
て
い
る
が
、
そ
の
定
例
の
中
に
は
、

あ
ら
ゆ
る
狩
猶
・
戦
争
に
行
く
道
に
、
王
が
皇
帝
の
た
め
に
来
る
の
で
あ
れ
ば
、
衆
グ
チ
ュ
は
グ
サ
に
よ
っ
て
考
慮
し
、
側
方
を
、
世
代

の
速
い
者
か
ら
序
列
を
付
け
て
整
列
し
て
行
く
。

〈
間
山
)

と
あ
る
。
次
に
同
じ
く
六
月
六
日
に
、
皇
帝
、
和
碩
親
王
、
多
羅
郡
王
、
多
羅
貝
勤
、
固
山
貝
子
が
路
上
で
出
舎
っ
た
場
合
、
王
の
門
前
を
遁

過
す
る
場
合
に
お
け
る
上
下
の
匡
別
に
閲
す
る
典
例
(
そ
の
規
定
範
園
は
女
性
に
も
及
ぶ
)
を
定
め
て
い
る
が
、
そ
の
末
尾
に
は
、

和
碩
一
隅
音
ら
、
多
羅
一
隅
耳
目
ら
は
、
親
王
、
郡
王
の
門
で
は
、
世
代
を
考
慮
し
て
下
り
よ
。
そ
れ
以
外
の
門
で
は
決
し
て
下
り
る
な
。
一
隅
菅

ら
が
下
り
な
い
な
ら
ば
、
侍
女
ら
も
決
し
て
下
り
る
な
。
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と
あ
る
。
ま
た
同
一

O
月
一
六
日
に
、
和
碩
親
王
、
多
羅
郡
王
、
多
羅
貝
勤
、
固
山
貝
子
が
、
固
倫
格
格
、
和
碩
格
格
、
多
羅
格
格
、
固
山
格

格
と
路
上
で
出
舎
っ
た
場
合
に
お
け
る
上
下
の
匝
別
に
閲
す
る
典
例
を
定
め
て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
に
は
、

(

幻

)

親
王
、
郡
王
が
路
上
で
固
倫
公
主
、
和
碩
公
主
と
出
曾
っ
た
場
合
に
は
、
互
い
に
恭
し
く
譲
り
合
っ
て
、
上
の
世
代
を
先
に
行
か
せ
て
、

路
上
で
擦
れ
違
っ
て
行
け
。

と
あ
る
。
四
月
二
一
一
一
日
の
規
定
に
み
え
る
「
世
代
の
遠
い
者
か
ら
序
列
を
付
け
て
」
が
「
長
幼
の
順
に
従
う
序
列
を
付
け
て
」
の
意
で
あ
り
、

六
月
六
日
の
規
定
に
み
え
る
「
世
代
を
考
慮
し
て
下
り
よ
」
が
「
長
幼
の
序
列
に
従
っ
て
下
り
よ
」
の
意
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
一

O
月
一
六
日

の
規
定
に
み
え
る
「
上
の
世
代
を
先
に
行
か
せ
て
」
が
「
長
幼
の
序
列
に
従
っ
て
行
か
せ
て
」
の
意
で
あ
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。
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こ
の
よ
う
に
、
長
幼
の
序
列
を
示
す
例
は
数
多
く
み
ら
れ
る
が
、
中
で
も
興
味
深
い
の
は
、

ホ
ン
・
タ
イ
ジ
が
皇
帝
位
に
聞
く
直
前
の
天
聴
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一
O
年
四
月
八
日
に
、
満
洲
・
モ
ン
ゴ
ル
・
漢
族
の
三
閣
に
よ
る
衆
議
決
定
の
形
式
で
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
を
皇
帝
に
推
戴
し
た
い
旨
を
奏
上
し
、

ホ
ン
・
タ
イ
ジ
が
こ
れ
を
受
諾
す
る
記
事
で
あ
る
。
こ
の
奏
上
に
際
し
て
、

一
同
が
大
街
門
に
集
ま
り
、
衆
議
決
定
の
上
、

ハ
ン
の
大
門
に
来

て
、
整
列
し
て
立
っ
た
と
い
う
記
載
部
分
に
績
い
て
、

ハ
ン
は
「
ア
ン
パ
・
ベ
イ
レ
(
曲
目

E

Zニ
与
が
来
て
い
る
。
」
と
聞
い
て
、

(
関
)

内
官
ら
を
遣
わ
し
、
「
『
ア
ン
パ
・
ベ
イ
レ
は
退
け
』
と
告

げ
よ
。
私
を
ハ
ン
父
(
ヌ
ル
ハ
チ
)
は
大
兄
(
ア
ン
バ
・
ベ
イ
レ
〉
と
一
様
に
慈
し
み
、
養
育
し
た
。
今
、
私
は
老
兄
(
ア
ン
バ
・
ベ
イ
レ
)
の

叩
頭
を
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
」
と
告
げ
た
。

そ
こ
で
、

ア
ン
パ
・
ベ
イ
レ
が
答
え
て

「
ハ
ン
の
隼
競
を
定
め
る
際
に
私
が
脆
か
な

い
な
ら
ば
、

君
(
宮
口
)
・
臣
官

B
Eコ〉
の
節
義
で
は
な
く
な
る
ぞ
。
」
と
繰
り
返
し
垣
ん
だ
と
こ
ろ
、

ハ
ン
が
言
う
の
に
は

「
兄
は

衆
人
の
叩
頭
を
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
別
に
避
け
て
立
つ
が
よ
い
。
兄
の
叩
頭
を
私
も
亦
、
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
酒
宴
の
場
で
あ

れ
ば
、
私
の
旨
を
受
け
て
座
る
が
よ
い
。
」
と
重
ね
て
断
り
、

言
葉
を
壷
く
し
て
勧
告
し
た
。

す
る
よ
う
議
定
さ
れ
た
ダ
イ
シ
ャ
ン
(
ヌ
ル
ハ
チ
の
次
子
で
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
兄
)
の
こ
と
で
あ
る
。

兄
を
断
罪
で
き
る
ま
で
自
己
の
ハ
ン
権
を
強
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(
回
)

と
あ
る
。
こ
の
ア
ン
パ
・
ベ
イ
レ
と
は
、
前
年
九
月
二
五
日
に
断
罪
さ
れ
、
「
〉

g
g
∞2
r
と
稿
す
る
の
を
や
め
さ
せ
、
和
碩
貝
勤
を
革
去
」

化
さ
せ
た
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
で
は
あ
る
が
、

「
ハ
ン
の
品
持
続
を
定
め
る
際
に
私
が
脆
か
な
い
な
ら
ば
、

君

子

g)
・
臣
(
白

B
Eロ〉

の
節
義
で

は
な
く
な
る
ぞ
。
」
と
ま
で
い
う
ア
ン
パ
・
ベ
イ
レ
に
射
し
て
、

結
局
は
「
老
兄
」
に
叩
頭
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、

か
と
い
っ
て

オて

ン
・
タ
イ
ジ
と
同
じ
く
衆
人
の
叩
頭
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
も
な
ら
ず
、

ア
ン
パ
・
ベ
イ
レ
を
別
の
場
に
避
け
て
立
た
せ
る
し
か
な
か
っ
た
経
緯

を
知
り
得
る
。
そ
の
際
、

「
酒
宴
の
場
で
あ
れ
ば
、

私
の
旨
を
受
け
て
座
る
が
よ
い
。
」
と
附
言
し
て
い
る
黙
に
、

長
幼
の
序
列
を
越
え
よ
う

と
す
る
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
意
圃
の
一
端
が
窺
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
本
稿
二
で
燭
れ
た
よ
う
に
、
皇
帝
の
位
に
即
い
た
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
は
、
中
園
に
お
け
る
皇
帝
一
と
王
と
い
う
関
係
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
長
幼
の
序
列
が
優
先
さ
れ
て
い
た
ハ
ン
と
宗
室
諸
ベ
イ
レ
と
の
聞
を
明
確
に
匝
別
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
皇
帝
即
位
後

に
と
っ
た
施
策
に
閲
し
て
『
登
ハ
ン
大
位
槍
』
に
は
ど
の
よ
う
な
記
載
上
の
特
色
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。



そ
の
最
大
の
特
色
は
、
皇
帝
即
位
後
の
四
月
二
三
日
に
詔
を
下
し
て
衆
王
(
者
自
巴
の
品
級
を
定
め
た
こ
と
で
あ
る
。

劃
す
る
九
等
の
寄
位
(
和
碩
親
王
、
多
羅
郡
玉
、
多
羅
貝
助
、
固
山
貝
子
、
銀
函
公
、
輔
園
公
、
銀
閣
時
柑
軍
、
輔
園
将
軍
、
奉
園
将
軍
)
を
制
定
し
た
と
さ

〈

印

)

れ
て
い
る
の
と
は
異
な
り
、

一
般
に

皇
族
に

『
登
ハ
ン
大
位
槍
』
に
は

第
一
等
を
和
碩
親
王
と
い
う
。
第
二
等
を
多
羅
郡
王
と
い
う
。
第
三
等
を
多
羅
貝
勤
と
い
う
。
第
四
等
を
固
山
貝
子
と
い
う
。

と
あ
り
、
和
碩
親
王
、
多
羅
郡
玉
、
多
羅
貝
勤
、
固
山
貝
子
と
い
う
特
に
満
洲
語
を
付
し
た
上
位
四
等
の
霞
位
だ
け
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
に
一
該
賞
す
る
皇
族
は
、
天
聴
年
聞
に
グ
サ
を
支
配
す
る
と
共
に
最
高
政
治
に
開
興
し
て
い
た
和
碩
貝
勤
を
含
む
議
政
貝
勤
と
グ
サ
所
属
の
諸

(
臼
〉

ベ
イ
レ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
取
り
も
直
さ
ず
、
本
来
一
グ
サ
の
主
に
す
ぎ
な
い
ハ
ン
の
勢
力
基
盤
は
宗
室
一
族
内
に
お
け
る
他
の
グ
サ
の
ベ

(

臼

)

ハ
ン
と
い
え
ど
も
長
幼
の
序
列
に
縛
ら
れ
る
と
い
う
グ
ザ
制
の
制
約
の
中
に
あ
っ
て
、

イ
レ
た
ち
と
同
等
で
あ
り
、

ハ
ン
が
名
賓
と
も
に
中
央

集
権
的
な
皇
帝
擢
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
特
に
宗
室
一
族
内
に
お
け
る
他
の
グ
サ
の
ベ
イ
レ
た
ち
と
の
聞
に
上
下
関
係
を
導
入
す
る
こ
と
が
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最
優
先
の
課
題
で
あ
司
た
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
四
月
二
三
日
を
境
に
、
記
載
の
上
で
「
満
洲
の
衆
ベ
イ
レ
」
は
「
満
洲

(
臼
~

の
衆
王
」
に
獲
化
す
る
の
で
あ
る
し
か
も
こ
の
「
衆
王
」
に
劃
し
て
は
、
例
え
ば
先
に
濁
れ
た
崇
徳
元
年
四
月
一
一
一
二
日
に
お
け
る
祭
天
の
場

所
、
太
廟
を
祭
る
場
所
、
一
般
の
全
て
の
場
所
に
行
く
場
合
の
陵
列
及
び
集
合
に
関
す
る
定
例
の
中
で
、

王
自
身
だ
け
が
皇
一
一
帝
の
傍
ら
を
入
り
来
て
、
も
し
も
皇
帝
と
言
葉
を
交
わ
す
の
で
あ
れ
ば
、
馬
の
頭
の
後
ろ
に
従
っ
て
、
身
を
乗
り
出
し

て
話
す
。

(
中
略
)
和
碩
親
王
、
多
羅
郡
王
は
、

あ
ら
ゆ
る
行
程
の
日
に
脆
き
終
司
た
後
に
座

酒
宴
の
席
に
座
る
場
合
で
あ
ろ
う
と
も
、

る
場
合
で
あ
ろ
う
と
も
、
崇
政
殿

(
E
D
-
3
Bロ
ロ
)
の
内
、
皇
帝
の
天
幕
の
内
で
は
座
る
な
。
先
ず
伺
い
を
立
て
る
言
葉
が
あ
っ
て
、

こ
れ
に
劃
す
る
皇
帝
の
許
可
す
る
旨
を
受
け
て
座
る
。
皇
帝一
の
南
側
に
は
綿
数
一
一
一
の
天
幕
を
設
け
て
、
左
翼
の
王
ら
は
品
頓
に
従
っ
て

左
側
の
内
天
幕
に
座
る
。
右
翼
の
衆
王
は
、
品
級
に
従
っ
て
右
側
の
内
天
幕
に
座
る
。
外
省
の
親
王
、
郡
王
ら
は
亦
、
翼
に
従
っ
て
、
王

ら
と
共
に
来
て
座
る
。
そ
の
大
臣
ら
は
衆
王
の
後
ろ
の
天
幕
に
座
ら
せ
る
。
王
の
後
ろ
に
は
各
六
人
の
侍
衛
ら
が
座
る
が
よ
い
。
そ
れ
よ

り
他
の
侍
衛
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
グ
サ
の
と
こ
ろ
に
座
る
が
よ
い
。
外
天
幕
に
は
固
山
貝
子
ら
、
固
山
額
員
ら
が
各
自
、
グ
サ
の
大
臣
ら
を
率

121 
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い
て
、
蓄
例
の
と
お
り
に
そ
れ
ぞ
れ
天
幕
に
品
級
に
従
っ
て
座
る
。
皇
帝
に
劃
し
て
、
衆
王
、
大
臣
ら
が
大
躍
の
場
所
で
文
を
呈
す
る

際
、
言
を
問
う
際
、
答
え
る
際
に
は
、

い
ず
れ
も
脆
い
て
呈
す
る
。
脆
い
て
問
う
。
脆
い
て
答
え
る
。

一
般
の
場
所
で
あ
れ
ば
、
こ
の
と

お
り
で
は
な
い
。

と
規
定
し
て
お
り
、
明
確
に
皇
帝
の
下
に
位
置
附
け
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
し
か
も
、
前
掲
の
天
聴

一
O
年
四
月
八
日
の
記

事
に
み
え
る
ア
ン
パ
・
ベ
イ
レ
の
言
に
は
、

ハ

ン

の

品

存

続

を

定

め

る

際

に

私

が

脆

か

な

い

な

ら

ば

、

の

節

義

で

は

な

く

な

る

ぞ

。

と
、
ま
た
四
月

一
一
日
に

ハ
ン
の
一
帝
抗
、
園
の
改
競
、
年
の
改
競
を
宣
揚
し
た
満
洲
・
モ
ン
ゴ
ル

・
漢
の
表
文
の
回
目
頭
に
は
、

君
(
宮
口
〉
・
臣
(
白

g
gロ
)

ハ
ン
・
エ
ジ
ェ
ン
は
、
天
の
時
運
に
遁
い
、
民
の
願
い
に
至
り
、
徳
を
修
め
て
、
朝
鮮
園
を
降
服
さ
せ
た
。

し
た
。
玉
璽
を
得
た
。
功
名
は
天
下
に
知
れ
わ
た
司
た
。
そ
の
た
め
、
内
外
の
衆
ベ
イ
レ
ら
、
大
臣
ら
は
一
堂
に
曾
し
、

て
寛
温
仁
聖
皇
帝

(
m
g
E
S
S
E
d〈白ご可白凹
5
3
L
C
H
E
m
m巾
E
ロ
)
、
園
競
を
改
め
て
大
清
園
、
年
続
を
改
め
て
崇
徳
元
年
と
し
た
。

と
、
そ
し
て
四
月
一
一
一
一
日
に
お
け
る
満
洲
の
衆
ベ
イ
レ
・
大
臣
、
外
モ
ン
ゴ
ル
諸
省
の
衆
ベ
イ
レ
・
大
臣
、
衆
漢
人
大
臣
ら
に
劃
す
る
覚
温
仁

聖
皇
一
帝
の
旨
に
は
、

モ
ン
ゴ
ル
園
を
一
つ
に
統
合

ハ
ン
を
稽
揚
し
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衆
ベ
イ
レ
ら
、
大
臣
ら
よ
。
汝
ら
も
亦
、

一
致
園
結
し
た
心
で
そ
れ
ぞ
れ
に
委
ね
た
職
分
を
敬
え
。
道
に
よ
っ
て
輔
け
、
朕
の
意
の
至
ら

な
い
と
こ
ろ
を
是
正
し
、
身
を
正
し
く
し
て
衆
人
を
教
え
導
け
。
心
を
公
卒
に
し
て
法
を
行
え
。
小
利
を
決
し
て
貧
る
な
。
功
名
に
心
を

室
く
せ
ば
富
貴
は
そ
こ
に
自
然
に
付
い
て
く
る
ぞ
。
衆
人
を
養
え
。
民
を
慈
し
め
。
上
に
劃
し
て
は
天
意
に
遁
う
よ
う
に
せ
よ
。
下
に
封

君
(
宮
口
)
・
臣
(
白

g
gロ〉

う
こ
と
が
で
き
る
。
高
民
は

一つ

に
な
る
。
天
も
亦
、
輔
助
す
る
ぞ
。
天
下
は
皆
、
聞
く
が
よ
い
。

し
て
は
民
の
願
い
に
合
致
す
る
よ
う
に
せ
よ
。

こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、

は
正
し
く
な
る
。
政
治
事
務
を
行

と
あ
り
、

ハ
ン
を
ハ
ン
・
エ
ジ
ェ
ン
(
君
主
)
と
稀
す
る
と
共
に
、

ハ
ン
と
ハ
ン
以
外
の
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
君

(
Eロ
)
・
臣
(
同

B
Zロ
)

関
係
を
遁
臨
応
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、



ハ
ン
|
|
l
ベ
イ
レ
|
|
t
ア
ン
パ
ン
・
ハ
フ
ァ
ン
|
|
|
ジ
ュ
シ
ェ
ン
・
イ
ル
ゲ
ン

と
い
う
全
瞳
構
造
の
中
で
、

皇
一
一
帝
で
あ
る
ハ
ン
を
唯
一
の
ハ
ン
・
エ
ジ
ェ
ン
(
君
主
〉
と
し
て
一
段
上
に
位
置
附
け
、

王
で
あ
る
ベ
イ
レ
以
下

の
全
て
を
ハ
ン
の
臣
(
ア
ン
パ
ン
〉
と
し
て
、

ハ
ン
の
下
に
位
置
附
け
る
こ
と
で
宗
室
一
族
内
に
お
け
る
他
の
グ
サ
の
ベ
イ
レ
た
ち
に
劃
す
る

上
下
の
匿
別
を
寅
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
例
え
ば
前
引
の
崇
徳
元
年
四
月
二
三
日
の
定
例
に
お
い
て
、

明
確
に
皇
帝
の
下
に
位
置
附
け
る
と
同
時
に
「
一
般
の
場
所
で
あ
れ
ば
、
こ
の
と
お
り
で
は
な
い
よ
と
附
言
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
君
臣
閥

「
衆
王
」
を

係
の
導
入
に
よ
る
上
下
関
係
へ
の
移
行
が
未
だ
不
完
全
な
扶
態
に
あ
り
、
長
幼
の
序
列
を
越
え
る
、
過
渡
期
に
あ
っ
た
清
初
ハ
ン
権
の
一
端
が
窺

え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
上
下
関
係
が
完
成
を
み
る
た
め
に
は
、

入
開
後
の
薙
正
一
帝
一
の
時
代
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
薙
正
一
帝
は
、

基
本
的
な
従
属
関
係
の
中
で
最
も
巌
格
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
ボ
l

守
0
0
・
家
)
に
お
け
る
エ
ジ
ェ
ン
と
ア
ハ
と
の
関
係
を
グ
ル
ン

(
m
z
E
P

園
〉
に
お
け
る
ハ
ン
(
大
清
皇
帝
〉
と
宗
室
一
族
の
諸
ベ
イ
レ
〈
王
)
と
の
関
係
の
中
に
導
入
し
、

∞
己
円
ロ
ロ
ゲ
0
0

〈
園
家
〉
に
は
ハ
ン
と
い
う
唯

-123ー

一
人
の
エ
ジ
ェ
ン
し
か
い
な
い
と
規
定
す
る
こ
と
で
ベ
イ
レ
以
下
の
全
て
を
ハ
ン
の
ア
ハ
と
し
て
ハ
ン
の
下
に
位
置
付
け
、
宗
室
一
族
内
に
お

け
る
唯
一
の
エ
ジ
ェ
ン
と
し
て
の
地
位
、
す
な
わ
ち
清
朝
内
の
「
瀬
族
」
と
い
う
ご
家
」
に
お
け
る
唯
一
の
エ
ジ
ェ
ン
と
し
て
の
地
位
を
確

(
臼
〉

立
し
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
最
後
に
、

『
登
ハ

ン
大
位
楼
』
が
停
え
る
各
種
の
典
曜
に
み
ら
れ
る
中
図
的
な
祭
柁
と
シ
ャ

1
マ
ン
教
の
祭
杷
と
の
問
題
に
移
り

-F
、O

J
h

、しV

五

中
園
で
は
古
来
、
皇
一
帝
に
よ
る
祭
天
の
撞
を
国
家
最
高
の
典
嘩
と
し
て
き
た
。
そ
れ
は
清
朝
で
も
同
様
で
、
明
朝
に
倣
っ
た
天
壇
の
祭
把
な

(
白
山
〉

ど
、
皇
一
帝
祭
天
の
典
雄
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
清
朝
の
旗
人
、
特
に
満
洲
族
に
と
っ
て
の
重
要
な
典
檀
と
し
て
、
満
洲
族
本
来
の
信
仰

123 

で
あ
る
シ
ャ

l
マ
ン
教
の
祭
聞
が
あ
り
、
上
は
中
園
皇
一
帝
を
品
兼
ね
る
ハ
ン
か
ら
下
は
佐
領
属
下
の
者
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
祭
犯
を
寅
施
し
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(

前

)

て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
既
述
の
ご
と
く
、
皇
帝
位
に
即
い
た
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
は
、
中
園
に
お
け
る
皇
帝
と
王
と
い
う
関
係
を
導
入
す
る
こ
と
で
ハ
ン
と

宗
室
諸
ベ
イ
レ
と
の
聞
を
明
確
に
匿
別
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
必
然
的
に
、
清
朝
が
中
園
的
な
典
種
を
導
入
す
る
大
き
な
轄
機
と
な
司

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
れ
で
は
具
鐙
的
に
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
。
祭
天
の
典
穫
を
例
に
、

い
さ
さ
か
検
討
し
て
み
た
い
。

ホ
ン
・
タ
イ
ジ
が
皇
一
帝
位
に
聞
く
直
前
の
祭
天
典
躍
は
、
例
え
ば
『
奮
満
洲
稽
』
天
聴
九
年
一
月
一
日
の
記
事
に
、

白
血
ロ
は
衆
諸
王
大
臣
を
率
い
て
寅
の
刻
に
堂
子
に
行
っ
て
、
天
に
紙
銭
を
焼
き
、

二
度
脆
い
て
九
度
叩
頭
し
た
。
終
っ

て

回
出
口

t土

家
に
還
っ
て
来
て
家
内
神
に
叩
頭
し
た
。

(

同

町

)

(

印

叩

)

と
あ
る
よ
う
に
、
シ
ャ

l
マ
ン
教
に
お
け
る
堂
子
で
行
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

翌
天
聴
一

O
年
四
月
一
一
日
に
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
が
皇
帝
位
に

卸
い
て
か
ら
こ
の
紋
況
が
一
獲
す
る
。

『
登
ハ
ン
大
位
櫨
』
に
お
け
る
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
帝
即
位
を
停
え
る
同
日
の
記
事
に
、
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ハ
ン
は
天
地
に
告
げ
て
祭
る
た
め
に
、
満
洲
・
モ
ン
ゴ
ル
・
漢
の
衆
大
臣
ら
を
率
い
て
夜
明
け
に
徳
盛
門
を
出
て
、
天
壇
の
境
界
ま
で
来

て
、
馬
か
ら
下
り
立
?
た
。

と
あ
る
の
を
初
め
と
し
て
、
こ
れ
以
降
、

堂
子
の
記
載
は
減
少
し
て
い
く
の
で
あ

(

的

)

る
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
以
降
も
旗
入
社
舎
に
堂
子
に
お
け
る
祭
杷
が
存
績
し
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

祭
天
の
典
躍
は
全
て
天
壇
で
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

前
清
時
代
天
子
の
親
祭
の
『
祭
堂
子
之
儀
』
と
云
ふ
の
が
あ
っ
て
、
天
子
元
自
一
努
頭
の
祭
儀
は
寅
に
こ
れ
で
あ
司
た
。
絵
り
世
に
知
ら
れ

て
居
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
そ
の
祭
杷
の
性
質
が
寧
ろ
神
秘
的
で
あ
っ
て
、
彼
の
壇
杷
等
の
如
く
園
家
的
行
事
で
無
く
、
殆
ん
ど
愛
親

(

初

)

(

礼

)

魔
羅
氏
の
宗
室
の
聞
で
祭
ら
れ
た
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
で
あ
ら
う
。

と
い
司
た
朕
況
と
な
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
堂
子
に
お
け
る
祭
杷
に
闘
す
る
記
載
上
の
獲
化
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
登
ハ
ン
大
位
楢
』
に
は
、
堂
子
に
関
す
る
記
事
が
二
例
み
え
る
。
そ
の
一
つ
は
大
軍
が
出
設
す
る
日
に
堂
子
に
叩
頭
す
る
例
を
定
め
た
崇
徳

(η) 

元

(
U天
聴
一

O
)
年
四
月
一
一
一
一
一
日
の
記
事
、
今
一
つ
は
堂
子
及
び
一
刊
を
祭
る
こ
と
を
定
め
た
同
六
月
一
八
日
の
記
事
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
の



後
者
に
は
、

聖
皇
帝
一
の
旨
に
よ
り
、
堂
子
を
祭
る
こ
と
、
一
紳
を
祭
る
こ
と
を
定
め
た
。
先
に
園
が
小
さ
く
、
例
を
知
ら
な
い
時
に
は
、
堂
子
を
祭
る
、

紳
を
祭
る
際
に
は
、
身
を
斎
戒
せ
ず
に
勝
手
に
回
数
の
決
ま
り
も
な
い
ま
ま
祭
り
に
行
っ
て
い
た
。
今
や
天
の
慈
し
み
を
受
け
て
園
政
は

大
き
く
な
司
た
。
古
の
大
例
に
倣
い
、
天
を
祭
り
始
め
た
。
今
思
え
ば
、
天
と
い
う
も
の
は
上
の
大
主

2
2
E
即日

E
4
8〉
で
あ
り
、

天
を
祭
る
こ
と
は
神
を
祭
る
こ
と
と
も
亦
、
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
天
や
紳
を
祭
る
際
に
、
身
を
驚
戒
せ
ず
、
勝
手
に
回
数
の
決
ま
り

も
な
い
ま
ま
祭
り
に
行
く
べ
き
で
は
な
い
。

こ
れ
よ
り
以
後
、

毎
月
、
固
山
貝
子
ら
以
上
は
家
ご
と
に
各
一
人
を
一
日
清
戒
さ
せ
て
、

翌
、
朔
日
の
朝
に
堂
子
と
紳
と
に
惇
惇
と
責
酒
を
供
え
、
紙
銭
を
吊
し
に
遣
わ
せ
。
春
と
秋
に
神
粁
を
高
く
立
て
て
祭
る
際
に
は
、
固
山

(
向
日
〉

貝
子
ら

・
固
山
一
踊
耳
目
ら
以
上
が
祭
り
に
行
く
が
よ
い
。
そ
の
祭
り
に
行
く
際
に
も
亦
、
身
を
粛
戒
し
、
ま
た
こ
の
祭
る
こ
と
だ
け
と
し
、

(

九

〉

細
々
と
横
道
に
逸
れ
る
よ
う
に
し
て
勝
手
に
祭
り
に
行
く
こ
と
や
、
民
の
者
の
堂
子
が
分
散
す
る
こ
と
を
完
全
に
止
め
よ
。
神
位
を
立
て

(
祁
)

て
民
の
者
が
堂
子
を
分
散
す
る
場
合
に
は
、
各
自
、
庭
に
そ
れ
を
設
け
て
祭
れ
。

(

祁

)

と
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
堂
子
に
お
け
る
祭
天
典
種
と
新
た
に
始
め
た
天
壇
に
お
け
る
祭
天
典
檀
と
が
同
質
の
も
の
と
説
く
こ
と
で
、
満
洲
族

本
来
の
信
仰
で
あ
る
シ
ャ

l
マ
ン
数
の
祭
柁
と
中
園
的
な
祭
杷
と
の
南
立
を
園
る
と
共
に
、
堂
子
に
お
け
る
祭
杷
を
園
家
的
な
祭
把
か
ら
旗
人

『
登
ハ
ン
大
位
槍
』
に
み
ら
れ
る
堂
子
に
開
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の
各
家
に
お
け
る
私
的
な
祭
杷
へ
切
り
替
え
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

す
る
記
載
上
の
襲
化
は
、
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
一
帝
一
間
位
を
契
機
に
、
清
朝
と
し
て
の
公
的
な
祭
天
典
穫
の
場
が
シ
ャ

l
マ
ン
教
の
堂
子
か
ら
中

園
的
な
天
壇
へ
と
移
り
、
必
然
的
に
堂
子
に
お
け
る
祭
把
は
も
っ
ぱ
ら
満
洲
族
に
お
け
る
私
的
な
祭
杷
に
そ
の
性
格
を
愛
え
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
こ
と
の
現
れ
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
天
壇
の
建
設
時
期
に
闘
す
る
問
題
が
残
る
。
先
拳
の
諸
研
究
に
よ
れ
ば
、
ホ
ン
・
タ
イ

(

作

)

ジ
が
皇
帝
位
に
聞
く
直
前
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
段
階
で
は
こ
の
建
設
時
期
に
つ
い
て
の
明
確
な
記
載
は
な
い
。
た
だ
、

『
奮
満

125 

洲
稽
』
の
天
聴
九
年
ま
で
の
記
事
に
天
壇
の
記
載
が
な
い
こ
と
、
前
掲
の
『
登
ハ
ン
大
位
楼
』
天
聴
一

O
年
四
月
一
一
日
の
記
事
に
天
壇
の
記

載
が
み
え
、
さ
ら
に
同
じ
く
崇
徳
元

(
H天
聴
一

O
〉
年
五
月
一
六
日
に
お
け
る
祭
天
の
躍
を
定
め
る
記
事
中
に
天
壇
の
典
躍
を
め
ぐ
る
詳
細
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(
刊
悶
〉

な
規
定
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

ホ
ン
・
タ
イ
ジ
が
皇
一
一
帝
位
に
聞
く
直
前
に
天
壇
が
建
設
さ
れ
、
即
位
の
約
一
箇
月
後
に
天
壇
の
典
躍
に
つ
い
て
規

定
し
た
過
程
が
窺
え
る
だ
け
で
あ
る
。

ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
帝
一
即
位
に
つ
い
て
俸
え
る
『
登

ハ
ン
大
位
槍
』
天
聴
一

O
年
四
月
一
一

J
三
日
の
記
事
に
は
、
満
洲
族
の

シ
ャ
!
?
ン
教
に
閲
し
て
興
味
深
い
記
述
が
み
え
る
。

す
な
わ
ち
、
天
壇
に
赴
き
、
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
を
稿
揚
し
て
寛
温
仁
聖
皇
帝
、
園
競
を
改

め
て
大
清
園
、
年
競
を
改
め
て
崇
徳
元
年
と
す
る
こ
と
を
天
地
に
祭
告
し
た
四
月
一
一
日
の
記
事
の
末
尾
に
、

と
こ
ろ
で
、

そ
れ
か
ら
聖
ハ

γ
は
壇
前
に
的
を
立
た
せ
、
弓
の
名
手
ら
に
射
さ
せ
た
。

と
、
ま
た
父
母
、
衆
租
、
二
人
の
功
臣
を
遁
傘
し
て
廟
位
を
立
て
た
四
月
二
一
日
の
記
事
に
、

エ
イ
ド
ヮ
を
迫
封
す
る
)
祝
文
を
宣
讃
す
る
牟
ば
に
正
午
の
方
角
か
ら
一
陣
の
風
が
吹
い
て
来
て
廟
内

聖
皇
帝
一
は
太
廟
の
西
側
に
置
い
た
金
の
椅
子
に
座
り
、

(
二
人
の
功
臣
フ
イ
オ
ン
ド
ン
、

に
入
っ
た
。

(
中
略
)
そ
れ
か
ら
祭
躍
を
終
え
た
の
で
、

的
を
立
て
さ
せ
て
弓
の

-126一

名
手
ら
に
射
さ
せ
た
。

と
、
そ
し
て
即
位
直
後
の
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
が
満
洲
・
モ
ン
ゴ
ル
・
漢
族
の
三
園
に
謝
し
て
慶
賀
の
躍
を
施
行
し
た
四
月
二
ニ
自
の
記
事
の
末
尾

そ
れ
か
ら
慶
賀
の
躍
の
大
宴
を
し
終
え
た
後
、
聖
皇
帝
一
は
満
洲
・
モ
ン
ゴ
ル
・
漢
の
弓
が
得
意
な
王
〈
話
回
ロ
巴
、

侍
衛
ら
に
射
さ
せ
て
、
衆
貝
子
、
大
臣
ら
は
三
脆
九
叩
頭
し
た
。

ベ
イ
レ
ら
(
ゲ

g-a岳、

と
あ
る
の
が
、
そ
の
例
で
あ
る
。
と
り
わ
け
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
三
日
聞
の
儀
躍
が
い
ず
れ
も
最
後
に
的
を
立
た
せ
、
弓
の
名
手
ら
に
射
さ

せ
て
い
る
貼
で
あ
る
。
こ
の
弓
を
射
る
儀
躍
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、

ハ
ン
が
天
を
祭
る
と
い
う
こ
と
で
粛
戒
し
て
い
た
時
、

政
、
参
政
ら
が
、

『
奮
満
洲
槍
』
・
『
瀦
文
老
槍
』
の
天
聴
一

O
年
四
月
九
日
の
記
事
に
、

ハ
ン
が
屋
敷
内
で
弓
を
射
て
い
る
と
、
都
察
院
の
満
洲
・
モ
ン
ゴ
ル
・
漢
族
の
承

ハ
ン
が
言
う
の
に
は
、 「ハ

ン
よ
。
こ
の
思
む
時
に
あ
た
っ
て
弓
を
射
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」
と
言
っ
て
諌
め
た
と
こ
ろ
、

「
汝
ら
が
諌
め
る
こ
と
は
そ
の
通
り
で
あ
る
。
だ
が
、
古
の
大
遼
の
太
宗
皇
一
一帝
も
亦
、
天
を
祭
り
に
出
た
場
所
で



柳
の
木
を
射
て
い
た
の
で
あ
る
。
弓
を
射
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
答
え
て
、

(

符

)

と
あ
る
。
こ
の
内
容
を
考
慮
す
る
と
、
四
月
一
一

1
2
一
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
弓
を
射
る
儀
躍
は
、
遼
の
奮
俗
の
影
響
で
金
代
三
二
五

t
一

(

印

〉

二
三
四
年
〉
の
女
員
が
シ
ャ

l
マ
ン
教
に
よ
る
奔
天
の
祭
儀
に
附
随
し
て
行
っ
て
い
た
「
射
柳
」
を
継
承
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
し
た

ホ
ン
・
タ
イ
ジ
が
皇
一
一
帝
位
に
聞
く
過
程
で
は
、
中
園
的
な
血
ハ
薩
と
共
に
満
洲
族
本
来
の
信
仰
で
あ
る
シ
ャ

l
マ
ン
教
の
儀
躍
を
も
寅

ホ
ン
・
タ
イ
ジ
が
皇
帝
一
位
に
聞
い
た
直
後
か
ら
、

一
度
、
侍
衛
ら
に
弓
を
射
さ
せ
た
。

が
っ
て
、

施
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
は
、

公
・
私
と
い
う
性
格
上
の
匝
別
を
す
る
こ
と

で
、
中
園
的
な
祭
把
と
満
洲
族
本
来
の
信
仰
で
あ
る
シ
ャ

l
マ
シ
教
の
祭
把
と
の
並
存
・
南
立
を
圃
っ
て
い
た
こ
と
を
裏
附
け
る
例
と
い
え
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
時
代
の
清
朝
で
は
、
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
帝
一
即
位
を
契
機
と
し
て
、
皇
帝
祭
天
の
典
曜
で
あ
る
天
壇
の
祭
杷
を
導
入
す
る

な
ど
、
そ
の
公
的
な
典
瞳
に
中
園
的
色
彩
を
濃
く
し
て
い
く
た
め
、
と
も
す
れ
ば
こ
の
襲
化
は
中
固
化
と
し
て
の
み
理
解
さ
れ
や
す
い
。
し
か

L
、
こ
の
饗
化
に
は
中
固
化
の
一
面
だ
け
で
は
必
ず
し
も
理
解
し
に
く
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
、

四
月
一
一

J
一
一
一
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
弓
を
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射
る
儀
躍
は
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
順
治
初
纂
『
大
清
太
宗
文
皇
帝
賓
録
』
を
初
め
と
す
る
官
撰
記
録
で
は
こ
の
弓
を
射
る
儀
躍
に

闘
す
る
記
述
が
全
て
省
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
清
朝
の
性
格
を
考
え
る
上
で
留
意
す
べ
き
貼
と
考
え
る
が
、
今
こ
れ
を
論
ず
る
に
足
る
史

料
を
持
た
な
い
。

以
上
、
冗
長
な
検
討
結
果
と
な
っ
た
が
、
最
後
に
糟
括
し
て
結
論
に
代
え
た
い
。

....... ，、

太
宗
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
帝
即
位
を
め
ぐ
る
本
稿
の
検
討
課
題
は
、

(
I〉
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
が
皇
帝
位
に
聞
く
経
過
の
具
瞳
的
検
討
。

ハ
E
)
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
一
帝
即
位
に
よ
っ
て
長
幼
の
序
列
を
越
え
る
ハ
ン
擢
が
成
立
し
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
の
検
討
、
及
び
ハ
ン
と

127 
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宗
室
諸
ベ
イ
レ
と
の
聞
を
明
確
に
匝
別
す
る
施
策
内
容
の
検
討
。

(
E〉
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
が
皇
一
一
帝
位
に
聞
く
過
程
で
シ
ャ

l
マ
ン
教
の
祭
杷
と
中
園
的
な
祭
把
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
の
検

討。

の
三
貼
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
劃
す
る
検
討
結
果
を
糟
括
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

先
ず
第
一
の
貼
で
あ
る
が
、
天
聴
一

O
(丙
子
・
二
公
三
ハ
)
年
四
月
八
日
に
満
洲
・
モ
ン
ゴ
ル
・
漢
族
の
三
園
に
よ
る
衆
議
決
定
の
形
式
で

ホ
ン
・
タ
イ
ジ
を
皇
帝
(
『
ロ
ヨ

g包
C

に
推
戴
し
た
い
旨
を
奏
上
し
、
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
が
こ
れ
を
受
諾
。
四
月
一
一
日
に
天
壇
に
赴
き
、
ホ

ン
・
タ
イ
ジ
を
稽
揚
し
て
寛
温
仁
聖
皇
一
帝

(mo巴
ロ
。
ロ
ロ

O
E
4
3
}
q
g
g
g
p江口
mm巾
宮
口
)
、
園
競
を
改
め
て
大
清
園
、
年
続
を
改
め
て
崇

徳
元
年
と
し
た
。
こ
の
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
帝
競
は
、
「
仁
・
寛
の
心
を
高
民
に
施
し
て

Q
S
E
。ロ

n
o
Z
E
5
2
5州
g
骨

お
-mq色
〉
」

に
お
け
る
「
仁
・
寛
の
心
」
と
、
「
内
外
を
和
合
し
た
♀
0
円但

Z
F
H笠
宮

E
話
回
ご
苫
自
ゲ
ロ
ゲ
回
)
」
に
お
け
る
「
和
合
」
と
を
特
筆
し
た
も

患
に
皇
帝
と
し
て
の
徳
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
は
な
く
、
「
内
外
を
和
合
」
し
て
多
民
族
園
家
の
君
主
と
な
っ
た

こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

な
お
、

こ
の
日
以
降
も
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
に
劃
す
る
満
洲
語
表
記
は

高
祖
ド
ゥ
ド
ゥ

・
フ
マ

ン
と
そ
の
妻
、

「}
M
D

毛田口
m
L
F
(
皇
脅
)
」
で
は
な
く
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の
で
あ
り
、

「}戸
白H
H

」
の
ま
ま
で
あ
司
た
。

翌
一
二
日
、

曾
粗
と
そ
の
妻
、

祖
父
と
そ
の
妻
、

宗
室
の
租
リ
ド
ゥ

ン
・
バ
ト
ル
、
功
臣
フ
イ
オ
ン
ド
ン
と
エ
イ
ド
ゥ
を
追
傘
し
て
廟
位
を
立
て
た
ほ
か
、
父
ヌ
ル
ハ
チ
を
承
天
贋
運
聖
徳
一
神
功
肇
紀
立
極
仁
孝
武

皇
一
帝
、
母
イ
ェ
へ
・
ナ
ラ
氏
を
孝
慈
昭
憲
純
徳
貞
順
成
天
育
聖
武
皇
后
と
追
等
し
、
そ
の
墓
を
一
幅
陵
と
稽
し
た
。
ま
た
こ
の
日
に
崇
徳
の
元
競

を
初
め
て
用
い
た
。
さ
ら
に
翌
二
二
日
、
玉
座
に
座
っ
た
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
は
、
満
洲
・
モ
ン
ゴ
ル
・
漢
族
の
三
園
の
そ
れ
ぞ
れ
に
劃
す
る
形
式

で
慶
賀
の
躍
を
施
行
。
寛
温
仁
聖
皇
一
一
帝
と
し
て
の
敷
書
を
下
し
、
叩
頭
撞
を
受
け
た
ほ
か
、
同
日
、
特
赦
を
行
っ
た
。
つ
い
で
四
月
二
三
目
、

ヌ
ル
ハ
チ
と
イ
ェ
へ
・
ナ
ラ
氏
の
廟
蹴
に
闘
す
る
典
例
と
し
て
、
遁
常
は
「
上
太
租
」
・
「
上
太
后
」
と
稽
し
、
歴
史
書
や
祭
文
に
記
す
場
合
に

は
皇
帝
競
と
共
に
「
太
租
」
・
「
太
后
」
と
記
す
こ
と
を
定
め
た
。
ま
た
同
日
、
皇
帝
の
宮
般
名
、

四
等

和
皇，、碩

骨豊
和多
碩 Z霊
親郡
王王

多 32
羅菅

型晶
一L 、

国

山
貝
子
〉
か
ら
な
る
衆
王
の
品
級
を
定
め
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
翌
崇
徳
二
三
六
三
七
)
年
に
か
け
て
、



多
羅
貝
勤
、
固
山
貝
子
の
聞
に
お
け
る
上
下
の
匝
別
に
閲
す
る
祭
記
典
雄
、
犠
伎
の
制
、
各
種
の
典
例
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
定
め
た
。
そ
の
規
定
範

囲
は
女
性
に
も
及
び
、
皇
后
、
東
大
妃
、
西
大
妃
、
和
碩
一
帽
音
、
多
羅
一
幅
菅
、
多
羅
貝
勤
の
妻
一
幅
音
、
固
山
一
隅
音
、
固
倫
格
格
、
和
碩
格
格
、

多
羅
格
格
、
田
山
格
格
の
聞
に
お
け
る
上
下
の
匝
別
も
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ホ
ン
・
タ
イ
ジ
が
皇
一
帝一
位
に
聞
い
た
天
聴
一

O
(リ
崇
徳
元
〉
年
四
月
一
一
目
前
後
に
お
い
て
、

を
受
け
る
長
幼
の
序
列
は
未
だ
完
全
に
消
滅
し
た
と
は
い
え
な
い
祉
舎
的
朕
況
に
あ
ア
た
。

第
二
の
軸
'
で
は
、

ハ
ン
と
い
え
ど
も
制
約

そ
の
中
で
、

皇
一
一
帝
位
に
聞
い
た
ホ
ン
・
タ
イ
ジ

は
、
特
に
宗
室
一
一
族
内
に
お
け
る
他
の
グ
サ
の
ベ
イ
レ
た
ち
と
の
聞
に
上
下
関
係
を
導
入
す
る
こ
と
を
最
優
先
の
課
題
と
し
た
。
中
国
に
お
け

る
皇
帝
と
王
と
に
み
ら
れ
る
君
臣
闘
係
を
導
入
し
た
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
は
、
皇
一
帝
で
あ
る
ハ
ン
を
唯
一
の
ハ
ン
・
エ
ジ
ェ
ン
(
君
主
〉
と
し
て
一

段
上
に
位
置
附
け
、

王
で
あ
る
ベ
イ
レ
以
下
の
全
て
を
ハ
ン
の
ア
ン
パ
ン
(
臣
)
と
し
て
ハ
ン
の
下
に
位
置
附
け
る
こ
と
で
、
宗
室
一
族
内
に

お
け
る
他
の
グ
サ
の
ベ
イ
レ
た
ち
に
劃
す
る
上
下
の
直
別
を
寅
現
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
君
臣
闘
係
の
導
入
に
よ
る
上
下
関
係
へ
の

移
行
は
未
だ
不
完
全
な
朕
態
に
あ
り
、
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
ハ
ン
擢
は
長
幼
の
序
列
を
越
え
る
過
渡
期
に
あ
っ
た
。
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そ
し
て
第
三
の
貼
で
あ
る
が
、
天
聴
一

O
年
四
月
一
一
日
に
お
け
る
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
帝
即
位
を
契
機
に
、
同
日
以
降
、
清
朝
と
し
て
の

公
的
な
祭
天
典
躍
の
場
は
シ
ャ

l
マ
ン
教
の
堂
子
か
ら
中
園
的
な
天
壇
へ
と
移
り
、
必
然
的
に
満
洲
族
本
来
の
信
仰
で
あ
る
シ
ャ

1
7
ン
教
の

堂
子
に
お
け
る
祭
杷
は
国
家
的
な
祭
問
か
ら
も
っ
ぱ
ら
旗
人
の
各
家
に
お
け
る
私
的
な
祭
把
へ
切
り
替
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
中
園
的
な
典
撞

と
共
に
、
金
代
三
二
五
1
三
三
面
年
)
の
女
員
が
シ
ャ

l
マ
ン
教
に
よ
る
昇
天
の
祭
儀
に
附
障
し
て
行
っ
て
い
た
「
射
柳
」
を
縫
承
す
る

弓
を
射
る
儀
穫
を
質
施
す
る
な
ど
、
満
洲
族
本
来
の
信
仰
で
あ
る
シ
ャ

l
マ
ン
数
の
祭
把
と
中
図
的
な
祭
記
と
の
並
存
・
南
立
が
園
ら
れ
た
。

な
お
、
入
関
前
に
お
け
る
天
壇
の
建
築
構
造
や
そ
の
典
躍
内
容
の
詳
細
な
解
明
、
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
一
帝
聞
位
後
に
定
め
ら
れ
た
皇
帝
、
和

碩
親
王
、
多
羅
郡
王
、
多
羅
貝
勤
、
固
山
貝
子
、
皇
后
、
東
大
妃
、
西
大
妃
、
和
碩
一
隅
音
、
多
羅
一
隅
耳
目
、
多
羅
貝
勤
の
妻
一
隅
音
、
固
山
一
隅
音
、

固
倫
格
格
、
和
碩
格
格
、
多
羅
格
格
、
固
山
格
格
の
開
に
お
け
る
上
下
の
巨
別
に
闘
す
る
祭
杷
典
躍
、
儀
伎
の
制
、
各
種
典
例
の
内
容
を
め
ぐ

る
詳
細
な
解
明
な
ど
の
問
題
が
残
る
。
『
登
ハ
ン
大
位
指
』
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
闘
す
る
貴
重
な
記
載
を
多
数
牧
録
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
残

129 
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さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

註(

1

)

清
朝
と
現
代
中
園
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
指
摘
が
あ

る
。
こ
の
う
ち
、
特
に
現
代
中
閣
に
つ
な
が
る
五
族
の
中
園
の
形
成
に

つ
い
て
は
、
石
橋
秀
雄
氏
が
「
征
服
王
朝
清
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
世
界

史
の
研
究
』
五
四
、
山
川
出
版
社
、
一
九
六
八
年
)
、
「
大
元

・
大
明
・

大
清
時
代
と
五
族
の
中
園
」
(『世
界
史
の
研
究
』
六
一
二
、
一
九
七

O

年
)
、
『
清
朝
史
再
考
|
|
明
末
清
初
と
五
族
の
中
園
』
(
清
朝
史
研

究
刊
行
倉
、
一
九
八
九
年
)
、
「
清
初
の
ハ
ン
司
自
|
|
太
租
か
ら

太
宗
」

(
『世
界
史
の
研
究
』
一
五
五
、
一
九
九
三
年
〉
の
一
連
の
論

考
の
中
で
、
遼
・
宋

・
金
の
時
代
を
五
族
の
中
闘
を
形
成
す
る
先
駆
的

時
期
、
大
元
・
大
明
・
大
清
を
そ
れ
に
績
く
三
朝
に
亙
る
統
一
王
朝
時

代
と
捉
え
た
上
で
、
五
族
の
中
園
へ
の
庚
域
化
の
先
駆
を
な
し
た
も
の

が
遼
、
五
族
の
中
園
樹
立
の
先
駆
を
な
し
た
も
の
が
大
元
、
五
族
の

中
園
を
確
立
し
た
の
は
大
清
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、

清
朝
か
ら
中
華
民
園
へ
の
過
程
に
お
け
る
内
陸
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
中
園

認
識
に
つ
い
て
は
、
中
見
立
夫
氏
の

「モ

ン
ゴ
ル
と
チ
ベ
ッ
ト
」
(
関

野
英
二
・
中
見
立
夫
・
堀
直
・
小
松
久
男
共
著
『
内
陸
ア
ジ
ア
』
、
〈
地

域
か
ら
の
世
界
史
〉
六
、
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
二
年
)
が
参
考
に
な

る
。

(
2
〉
例
え
ば
薙
正
一帝敷
撰
の
『
大
義
究
迷
録
』
径
一
に
は
、
上
識
と
し

て、
且
自
古
中
園
一
統
之
世
、
幅
絹
不
能
庚
遠
、
其
中
有
不
向
化
者
、
則

斥
之
震
夷
叫
が
。
如
三
代
以
上
之
有
苗

・
荊
楚
・
獲
説
、
間
今
湖
南
・

湖
北

・
山
西
之
地
也
。
在
今
日
而
目
魚
夷
秋
可
乎
。
至
於
漢
・
唐
・

宋
全
盛
之
時
、
北
秋

・
西
戎
世
魚
透
患
、
従
未
能
臣
服
而
有
其
地
、

是
以
有
此
彊
彼
界
之
分
。
自
我
朝
入
主
中
土
、
君
臨
天
下
、
弁
蒙
古

極
漫
諸
部
落
倶
腸
版
圏
、
是
中
園
之
彊
土
開
拓
庚
遠
、
乃
中
園
臣
民

之
大
幸
、
何
得
向
有
華
夷
中
外
之
分
論
哉
。
(
五
葉
)

と
あ
る
。

(

3

)

石
橋
秀
雄
「
清
初
の
ハ
ン

E
S
-
-太
租
か
ら
太
宗
」
(
註
(

1

)

前
掲
)
。

(

4

)

こ
の
場
合
、
例
え
ば
一
一
一
一
世
紀
に
内
陸
ア
ジ
ア
の
諸
民
族
と
し
て
史

上
-
初
め
て
中
園
を
統
一
し
た
元
朝
と
の
封
比
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
石
橋
秀
雄
「
清
初
の
ハ
ン
民
自
|
|
太
租
か
ら
太
宗
」

(註
(

1

)

前
掲
)
が
あ
る
。

(

5

)

静
岡
信
夫
氏
は
「
満
洲
(
7
白
血
三
口
)
図
説
考
」
(
『
山
本
博
士
還
暦

記
今
年
東
洋
史
論
叢
』
、
山
川
出
版
社
、
一
九
七
二
年
〉
で
、
明
の
蔦
暦

四
一
(
一
六
一
一
一
一
〉
年
嘗
時
か
ら
ヌ
ル
ハ
チ
の
園
を
稽
す
る
本
来
の
満

洲
語
名
の
園
競
は
マ
ン
ジ
ュ
で
あ
り
、

蒙
古
に
針
し
て
は
天
聴
年
閉
ま

で
マ
ン
ジ
ュ
の
園
競
を
用
い
た
が
、
同
時
に
明
や
朝
鮮
に
封
し
て
は
ア

イ
シ
ン
の
園
践
を
用
い
て
お
り
、
天
命
か
ら
天
聴
一
初
年
に
か
け
て
の
漢

語
化
準
展
の
影
響
で
圏
内
的
に
も
ア
イ
シ
ン
の
園
競
を
用
い
る
よ
う
に

な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
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(

6

)

し
た
が
っ
て
清
朝
に
お
け
る
領
域
横
大
に
つ
い
て
は
、
農
耕
祉
舎
の

漢
族
の
中
園
が
内
陸
ア
ジ
ア
を
内
包
し
て
い
っ
た
と
い
う
観
黙
か
ら
の

解
稼
は
適
切
で
は
な
く
、
東
北
ア
ジ
ア
か
ら
出
た
満
洲
族
が
中
園
、
さ

ら
に
は
内
陸
ア
ジ
ア
に
ま
で
抜
大
し
て
い
っ
た
と
い
う
競
貼
か
ら
検

討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
石
橋
秀
雄
「
清
初
の
ハ
ン

出国ロ

l
l
t
太
粗
か
ら
太
宗
」
(
註
ハ
1
)前
掲
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ハ
7
)

清
初
の
概
念
規
定
に
関
す
る
諸
論
の
あ
る
中
で
、
石
橋
秀
雄
氏
は

『
清
朝
史
再
考
|
|
明
末
清
初
と
五
族
の
中
園
』
及
び
「
清
初
の
ハ
ン

E
E
l
-
-太
租
か
ら
太
宗
」
(
と
も
に
註
(

1

)

前
掲
〉
で
、
乾
隆
二

0
年
代
〈
一
七
六

0
年
代
後
牢
〉
の
最
大
領
域
の
形
成
ま
で
を
清
初
と

し
、
さ
ら
に
入
関
を
境
に
清
初
の
前
期
・
後
期
と
と
ら
え
る
濁
自
の
見

解
を
示
し
た
。
こ
の
見
解
は
、
清
朝
が
従
来
、
と
も
す
れ
ば
入
関
の

前
・
後
で
不
連
績
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
が
ち
な
傾
向
の
あ
る
中
で
、

入
盟
問
を
清
朝
の
盛
時
に
直
結
さ
せ
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然

性
を
明
示
し
た
も
の
と
し
て
注
目
で
き
る
。
本
稿
も
こ
の
見
解
に
従
い

た
L

(
8
)

拙
稿
「
清
初
ハ
ン

(
Zロ
〉
権
の
形
成
過
程
」
(
『
榎
博
士
頚
蕎
記
念

東
洋
史
論
叢
』
、
波
古
書
院
、
一
九
八
八
年
)
。

ハ
9
〉
石
橋
秀
雄
「
清
太
租
の
遼
東
進
出
前
後
に
関
す
る
一
考
察
」
(
『
和

田
博
士
古
稀
記
今
年
東
洋
史
論
叢
』
一
九
六

O
年
、
後
に
『
清
代
史
研

究
』
に
再
枚
、
緑
蔭
書
房
、
一
九
八
九
年
)
、
同
「
清
初
の
劉
漠
人
政

策
|
|
と
く
に
太
租
の
遼
東
準
出
時
代
を
中
心
と
し
て
|
|
」
(『史

州
』
二
、
一
九
六
一
年
、
後
に
『
清
代
史
研
究
』
に
再
枚
)
。

(
日
)
周
藤
吉
之
著
『
清
代
満
洲
土
地
政
策
の
研
究
|
|
特
に
旗
地
政
策
を

中
心
と
し
て
』
(
東
洋
皐
叢
書
、
河
出
書
房
、
一
九
四
四
年
〉
、
石
橋
秀

雄
「
清
太
租
の
土
地
政
策
に
関
す
る
一
考
察
」
(
『
日
本
女
子
大
拳
紀

要
文
皐
部
』
二
、
一
九
六
二
年
、
後
に
『
清
代
史
研
究
』
に
再
牧
〉
。

(
江
)
順
治
初
纂
『
大
清
太
宗
文
皇
帝
寅
録
』
各
七
。
ま
た
一
柳
田
信
夫
「
満

洲
(
冨
曲
ロ
』
ロ
)
図
説
考
」
(
註
(

5

)

前
掲
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

〈
ロ
)
阿
南
惟
敬
「
天
聴
九
年
の
蒙
古
八
旗
成
立
に
つ
い
て
」
(
『
歴
史
教

育
』
一
一
二
|
四
、
一
九
六
五
年
、
後
に
『
清
初
軍
事
史
論
考
』
に
再
枚
、

甲
陽
書
房
、
一
九
八

O
年
)
、
同
「
漢
軍
八
旗
成
立
の
研
究
」
(
『
軍
事

史
皐
』
二
|
六
、
一
九
六
六
年
、
後
に
『
清
初
軍
事
史
論
考
』
に
再

枚)。

(
日
)
拙
稿
「
清
初
ハ
ン
(
宮
口
〉
権
の
形
成
過
程
」
(
註
(

8

)

前
掲
)
。
な

ぉ
、
こ
の
確
立
は
、
清
朝
内
の
「
満
族
」
と
い
う
「
一
家
」
に
お
け
る

エ
ジ
ェ
ン
(
主
)
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
と
い

え
る
。

(
日
比
)
こ
の
問
題
に
関
す
る
論
考
も
い
く
つ
か
あ
る
が
、
松
村
潤
「
起
用
徳
の

改
元
と
大
清
の
園
競
に
つ
い
て
」
ハ
『
鎌
田
博
士
還
暦
記
念
歴
史
拳
論

叢
』
、
一
九
六
九
年
)
は
、
そ
れ
ら
を
総
括
し
て
い
て
最
も
参
考
に
な

る。

(
日
)
例
え
ば
秦
園
経
著
『
遜
清
皇
室
軟
事
』
(
紫
禁
城
出
版
社
、
一
九
八

五
年
)
の
よ
う
に
、
順
治
一
帝
を
清
朝
の
初
代
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

(
時
)
石
橋
秀
雄
「
清
初
の
ハ
ン
回
目
ロ
|
|
太
租
か
ら
太
宗
」
(
註
(

1

)

前
掲
)
。
な
お
同
論
考
は
太
租
か
ら
太
宗
へ
の
襲
逗
を
総
括
し
た
も
の

と
し
て
最
も
参
考
に
な
る
。

(
げ
)
三
田
村
泰
助
「
清
の
太
宗
の
即
位
事
情
と
そ
の
君
主
権
確
立
」
〈
『
東

洋
史
研
究
』
六

l
二
、
一
九
四
一
年
〉
、
岡
田
英
弘
「
清
の
太
宗
嗣
立

の
事
情
」
(
『
山
本
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』
、
一
九
七
二
年
〉
、
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松
村
潤
「
ア
ミ
ン
・
ベ
イ
レ
の
生
涯
」
(
『
日
本
大
摩
人
文
科
摩
研
究

所
研
究
紀
要
』
二
五
、
一
九
八
一
年
)
、
同
「
崇
徳
の
改
元
と
大
清
の

園
競
に
つ
い
て
」
(
註
(
日
比
)
前
掲
)
、
石
橋
秀
雄
「
清
初
の
ハ
ン

Z
E

-
-
太
粗
か
ら
太
宗
」
(
註
(

1

)

前
掲
〉
。

(
時
〉
拙
稿
「
清
初
ハ
ン
(
E
ロ
〉
権
の
形
成
過
程
」
(
註
(

8

)

前
掲
)
。

(
川
口
)
満
文
の
原
文
に
は
「
同
三
住
吉
ロ
閉
山
口
四
%
江
田
三
百
E
5
E
ヨ(。

ロH
W

(

ロ
同
門
}
戸
口
口
σ
=
r
o
)
「
∞
ロ
σ
0州
w
g
r
回
目
O
O
H
吉
伸
O
E
o
r
z
r
白
宮
口
m
R
・
」

と
あ
る
(
満
文
の
ロ
ー
マ
字
縛
潟
は
筆
者
)
。
塗
抹
(
括
弧
内
の
箇
所
)
・

加
筆
(
大
文
字
の
箇
所
)
部
分
に
お
け
る
筆
跡
・
墨
色
の
相
蓬
か
ら
、

「
丙
子
年
四
月
秘
録
」
と
あ
っ
た
原
題
を
「
丙
子
年
四
月
に
ハ
ン
を
大

位
に
聞
か
せ
た
楢
子
」
に
改
め
た
こ
と
が
知
れ
る
の
で
(
満
文
の
日
本

語
謬
は
筆
者
、
以
下
同
様
)
、
今
こ
の
満
文
楢
加
を
『
丙
子
年
四
月
〈
秘

録
〉
登
ハ
ン
大
位
楢
』
と
俵
稽
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
塗
抹
部

分
の
F
R
Y
E
r
-
子
。
」
の
解
讃
に
際
し
て
は
、
た
ま
た
ま
第
一
一
歴
史

楢
案
館
で
の
調
査
時
期
が
重
な
っ
た
柳
津
明
氏
の
御
協
力
を
得
た
。
記

し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
と
こ
ろ
で
清
初
期
の
満
文
槽
案
史
料
に
つ
い

て
は
、
神
田
信
夫
氏
が
「
清
朝
興
起
史
の
研
究
|
|
序
説
『
満
文
老

楢
』
か
ら
『
奮
満
洲
檎
』
へ

l
l」
(
『
明
治
大
皐
人
文
科
皐
研
究
所
年

報
』
二

O
、

一
九
七
八
年
)
、
民
間
H
C
B
冨
g

t
〈

S
F
o
吋
g
m
s

g
z
ζ
g
t
口
r
g
H，g
m
¥
(
2
ミ
2

5

3

ミ
H
r
~
N
2
2
3
b

ue司
同
連
S
H
。
¥
忌
内
吋
。
ぃ
、
。
句
史
、
吋
除
、
・
2
0
・
∞
∞
・

5
∞
。
)
、
「
清

代
史
の
研
究
と
檎
案
」
(
『
駿
肇
史
皐
』
五

O
、
一
九
八

O
年
)
の
一

連
の
論
考
の
中
で
、
清
初
史
研
究
に
お
け
る
重
要
な
根
本
史
料
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
と
共
に
、
と
り
わ
け
『
漏
文
老
楢
』
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
あ
り
、
『
満
文
老
槍
』
に
未
枚
録
の
記
事
を
も
含
む
『
奮
満
洲

楢
』
が
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
『
丙
子
年
四
月
〈
秘
録
〉
登
ハ
ン
大
位
楢
』
を
含

む
北
京
の
第
一
歴
史
槍
案
館
所
蔵
の
《
圏
史
院
櫨
》
は
、
故
宮
博
物
院

文
献
館
葎
蔵
の
宮
廷
槍
案
の
一
部
で
あ
り
、
こ
の
『
醤
満
洲
楢
』
と
性

質
を
同
じ
く
す
る
根
本
史
料
で
あ
る
。
殊
に
『
丙
子
年
四
月
〈
秘
録
〉

登
ハ
ン
大
位
櫨
』
は
、
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
帝
帥
位
に
関
す
る
記
事
を

纏
め
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
『
奮
満
洲
楢
』
に
鶴
載
さ
れ
て
い
な
い
詳

細
な
記
事
・
祝
文
・
圏
を
数
多
く
牧
録
し
て
い
る
ほ
か
、
塗
抹

・
加
筆

の
訂
正
が
各
所
に
み
ら
れ
、
『
醤
満
洲
楢
』
・
『
満
文
老
楢
』
、
あ
る
い

は
順
治
初
纂

『
大
清
太
宗
文
皇
帯
貫
録
』
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の

『
大
清
太
宗
文
皇
帝
貫
録
』
に
縛
載
さ
れ
て
い
る
記
載
内
容
と
の
異
同

も
多
く
、
《
園
史
院
楢
》
の
中
で
も
と
り
わ
け
重
要
な
檎
案
史
料
の
一

つ
と
い
え
る
。
既
に
『
丙
子
年
四
月
〈
秘
録
〉
登
ハ
ン
大
位
槍
』
の
全

文
の
翻
誇
を
完
了
し
、
他
の
史
料
と
の
比
較
・
検
討
作
業
も
終
え
て
い

る
が
、
本
稿
で
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
は
分
量
的
に
不
可
能
で
あ

り
、
そ
の
全
容
に
つ
い
て
は
近
々
愛
表
す
る
激
定
の
別
稿
に
譲
り
た

、し
V

(
初
)
松
村
潤
「
崇
徳
の
改
元
と
大
清
の
園
競
に
つ
い
て
」
(
註
(

M

)

前

掲)。

(
幻
)
松
村
潤
「
崇
徳
の
改
元
と
大
清
の
図
説
に
つ
い
て
」
(
註
(
日
)
前

掲
)
、
石
橋
秀
雄
「
清
初
の
ハ
ン
回
目
ロ
|
|
太
粗
か
ら
太
宗
」
(
註

(
1
〉
前
掲
)
、
拙
稿
「
清
初
ハ
ン
(
E
ロ
)
権
の
形
成
過
程
」
(
註
(

8

)

前
掲
)
。

(
忽
)
石
橋
秀
雄
「
清
初
の
ハ
ン
出
g
|
|
太
租
か
ら
太
宗
」

前
掲
)
。
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(
お
)
松
村
潤
「
出
産
ゅ
の
改
元
と
大
清
の
園
競
に
つ
い
て
」
〈
註
(

M

)

前

掲
)
、
石
橋
秀
雄
「
清
初
の
ハ
ン

Z
E
-
-太
粗
か
ら
太
宗
」
(
詮

(

l

)

前
掲
)
。

(
但
)
石
橋
秀
雄
「
車
問
初
の
ハ
ン

Z
E
-
-太
租
か
ら
太
宗
」
(
註
(

1

)

前
掲
)
。

(
お
)
拙
稿
「
清
初
ハ
ン
〈

E
D
)
権
の
形
成
過
程
」
(
註
(

8

)

前
掲
)
。

(
叩
包
原
文
で
は
「
費
羅
」
を
塗
抹
し
て
「
宗
室
」
を
加
筆
。

(
幻
)
原
文
で
は
以
上
の
各
人
の
具
種
名
を
詳
述
。

(
叩
山
)
原
文
で
は
「
告
げ
に
来
て
」
を
加
筆
。

(
勾
)
原
文
で
は
「
園
」
を
塗
抹
し
て
「
種
」
を
加
筆
。

(
初
)
原
文
で
は
「
爾
手
で
高
く
捧
げ
て
」
を
加
筆
。

(
汎
)
順
治
初
纂
『
大
清
太
宗
文
皇
帝
貧
録
』

で
は
四
月
一
一
日
の
僚
に
縛

載
。
順
治
初
纂
『
大
清
太
宗
文
皇
帝
貫
録
』
と
封
比
し
た
結
果
の
詳
細

に
つ
い
て
は
別
稿
に
委
ね
た
い
。

(
M
M
)

順
治
初
纂
『
大
清
太
宗
文
皇
帝
貫
録
』
の
漢
文
本
に
は
「
孝
慈
昭
憲

純
徳
貞
順
成
天
育
聖
武
皇
后
」
と
、
乾
隆
重
修
『
大
清
太
宗
文
皇
帯
貫

録
』
の
漢
文
本
に
は
「
孝
慈
昭
憲
純
徳
員
順
成
天
育
聖
武
皇
后
」
と
、

ま
た
『
星
源
集
慶
』
に
は
「
孝
慈
昭
憲
純
徳
虞
順
承
天
育
聖
武
皇
后
L

と
あ
り
、
「
貞
順
成
天
」
、
「
同
県
順
成
天
」
、
「
輿
順
承
天
」
の
部
分
が

相
蓮
す
る
。
本
稿
で
は
順
治
初
纂
『
大
清
太
宗
文
皇
帝
貫
録
』
の
漢
文

本
に
し
た
が
っ
た
。

(
お
)
原
文
で
は
こ
の
部
分
の
直
前
に
記
さ
れ
た
「
一
三
日
・
丁
亥
の
日

に
」
を
塗
抹
。

(
ぬ
)
原
文
で
は
「
衆
」
を
塗
抹
し
て
「
一
一
二
日
・
丁
亥
の
日
に
、
衆
」
を

加
筆。

(
お
)
原
文
で
は
こ
の
過
程
を
詳
述
。

(
お
〉
原
文
で
は
こ
の
過
程
を
詳
述
。

(
幻
)
原
文
で
は
こ
の
過
程
を
詳
述
。

(
お
)
同
日
に
特
赦
を
行
っ
た
こ
と
は
『
奮
満
洲
楢
』
・
『
満
文
老
檎
』
で
も

知
ら
れ
る
が
、
『
登
ハ
ン
大
位
指
』
は
『
奮
満
洲
檎
』
・

『満
文
老
楢
』

に
鱒
載
さ
れ
て
い
な
い
特
赦
の
内
容
を
詳
述
し
た
詔
を
縛
載
し
て
い

る
。
そ
の
特
赦
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
に
委
ね
た
い
。

(
ぬ
)
『
登
ハ
ン
大
位
楢
』
に
鴇
載
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
祭
紀
典
種
、
儀

伎
の
制
、
各
種
の
典
例
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
に
委
ね
た
い
。

(
州
問
)
拙
稿
「
清
初
ハ
ン

(Eロ
〉
権
の
形
成
過
程
」
(
註
(

8

)

前
掲
〉
を

参
照
さ
れ
た
い
。

(

4

)

拙
稿
「
「
戸
部
成
語
」
(
『清
文
備
考
』
所
枚
〉
満
洲
語
索
引

(
A
J

G
)
|
|
『
六
部
成
語
』
総
合
索
引
へ
の
一
環
と
し
て
|
|
」
(
『
園
土

館
大
皐
文
皐
部
人
文
皐
曾
紀
要
』
二

O
、
一
九
八
八
年
)
、
同
「
『

Z
D

J
B
E
g
g
y
m
-
Eロ
F
Z
F
E
r
-円

7
0
・
(
御
製
清
文
鑑
)
』
考

|
|
特
に
そ
の
語
集
解
寝
中
の
出
典
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
(
『
園
士
館

大
皐
文
鼠
宇
部
人
文
皐
曾
紀
要
』
別
加
第
一
一
鋭
、
一
九
八
九
年
)
を
参
照

さ
れ
た
い
。
な
お
清
初
の
辞
書
に
つ
い
て
は
、
成
百
仁
・
k
r
z
o
z
cロ

何
回
同

f
z
g
n
Z
E口
Z
D
ロ白

z
g・
.
(
『
園
際
中
園
透
彊
皐
術
曾
議
論

文
集
』
、
一
九
八
五
年
〉
に
詳
し
い
。

(
m
M

〉
拙
稿
「
順
治
初
纂
『
大
清
太
宗
文
白
書
帝
貫
録
』
の
満
文
本
に
つ
い

て
」
(
松
村
潤
先
生
古
稀
記
念
『
清
代
史
論
叢
』
、
汲
古
書
院
、
一
九

九
四
年
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ハ
円
相
)
註
(
幻
)
参
照
。

(
H
H
)

同
記
事
を
乾
隆
重
修
『
大
清
太
宗
文
皇
帝
貫
録
』
の
満
文
本
で
み
る
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と
、
「
三
月
一
日
・
丙
午
に
、
ハ
ン
は
衆
ベ
イ
レ
ら
・
大
臣
ら
を
率
い

て
、
上
太
租
の
陵
に
射
し
て

2
2同一

Z
E
E
-
5
5
自
2ι
る

清

明
節
の
躍
に
よ
っ
て
祭
っ

た
。
」
(
袋
二
八〉

と
あ
り
、
順
治
初
纂
の
涌

文
本
に
お
け
る

「上
太
租
ゲ
ン
ギ
イ
ェ

ン
・
ハ
ン
に
針
し
て
」
が

「上

太
租
の
陵
に
針
し
て
」
に
書
き
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
貼
に
つ
い
て

は
拙
稿
「
順
治
初
纂
『
大
清
太
宗
文
皇
帝
貧
録
』
の
漏
文
本
に
つ
い

て
」
(
註
(
必
〉
前
掲
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
必
)
原
文
で
は
「
筆
帖
式
」
を
塗
抹
し
て
「
文
官
」
を
加
筆
。

(
日
明
)
原
文
で
は
以
上
の
各
人
の
具
鰻
名
を
詳
述
。

(
幻
)
原
文
で
は
こ
の
部
分
の
直
前
に
記
さ
れ
た

「
ハ
ン
位
を
縫
い
だ
子
が

特
に
」
を
塗
抹
。

(
必
)
原
文
で
は

「子
・
孝
行
者
」
を
塗
抹
し
て
「
孝
」
を
加
筆
。

(
必
)
原
文
で
は
こ
の
部
分
の
直
前
に
記
さ
れ
た
「
ハ
ン
の
」
を
塗
抹
。

(
印
)
『
奮
満
洲
楢
』
・
『
満
文
老
楢
』
で
は
起
用
徳
元
年
の
同
月
日
の
僚
に
、

ま
た
順
治
初
纂
『
大
清
太
宗
文
白
玉
帯
寅
録
』
で
は
崇
徳
二
年
一
O
月
二

五
日
の
僚
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
様
の
記
事
が
鱒
載
さ
れ
て
い
る
。

『
登
ハ

ン
大
位
楢
』
と
の
異
同
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
に
委
ね
た
い
。

(
日
)
註
(
印
)
参
照
。

(臼〉

一柳
田
信
夫
「
清
朝
興
起
史
の
研
究
|
|
『
序
説
『
満
文
老
楢
』
か
ら

『
醤
満
洲
楢
』
へ
||
」
‘
同

-FOBV白
目
当

g
c
o
H，
gmHO

。rE
Z
g
-
n
y
D
E
吋

Em--
、
同
「
清
代
史
の
研
究
と
楢
案
」
(
い
ず

れ
も
註
(
ゆ
)
前
掲
)
、
拙
稿
「
八
間
回
目
白
と
八
四

u
g
色
別
と
の
成
立

時
期
に
つ
い
て
|
|
清
朝
八
旗
制
度
研
究
の
一
環
と
し
て
|
|
」
(
『
中

園
近
代
史
研
究
』
三
、
一
九
八
三
年
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ハ
悶
ω

)

本
稿
で
そ
の
検
討
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
は
分
量
的
に
不
可
能
で
あ

り
、
そ
の
全
容
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

(
臼
)
拙
稿

「清
初
ハ
ン

(
7

2

)

権
の
形
成
過
程
」
(
註
(

8

)

前
掲
)
。

(
日
)
石
橋
秀
雄
「
清
初
の
イ
ル
ゲ
ン
(同『
問
。
ロ
)
|
|
特
に
天
命
期
を
中

心
と
し
て
|
|
」
(
『
日
本
女
子
大
拳
紀
要
文
聞
宇
部
』
一
一
二
、
一
九
六

四
年
、
後
に
『
清
代
史
研
究
』
に
再
牧
)
、
同
「
清
初
の
ジ

ュ
シ
ェ
ン

c
c
rロ
)
|
|
特
に
天
命
期
ま
で
を
中
心
と
し
て
|
|
」
(
『
史
州
』

五
、
一
九
六
四
年
、
後
に
『
清
代
史
研
究
』
に
再
牧
〉
、
同
「
清
初
の

ア
ハ
(
釦

7
6
1
1
1特
に
天
命
期
を
中
心
と
し
て
|
|
」
(
『
史
苑
』
一
一

八
|
二
、
一
九
六
八
年
、
後
に
『
清
代
史
研
究
』
に
再
牧
)
、
同
「
清

初
の
杜
曾
|
|
と
く
に
ジ
ュ
シ
ェ
ン
に
つ
い
て
||」

(『江
上
波
夫

教
授
古
稀
記
念
論
集

・
歴
史
篇』

一
九
七
七
年
、
後
に
『
清
代
史
研

究
』
に
再
牧
)
、
同
「
清
初
の
ア
ハ
(
与
乙
||
太
宗
天
聴
期
を
中
心

に
|
|
」
(
『
盈
虚
集
』
創
刊
鋭
、
一
九
八
四
年
、
後
に
『
清
代
史
研

究
』
に
再
枚
)
、
同

「
ジ
ュ
シ

ェ
ン
守
山

g
小
考
」
(『
三
上
次
男
博

士
喜
誇
記
念
論
文
集

・
歴
史
篇
』
一
九
八
五
年
、
後
に
『
清
代
史
研

究
』
に
再
牧
)
。

(
民
〉
『
奮
満
洲
捲
』
・
『
満
文
老
楢
』
で
は
崇
徳
元
年
の
六
月
一
一
日
の
候

に
縛
載
さ
れ
て
い
る
。
『
登
ハ
ン
大
位
槍
』
と
の
異
同
の
詳
細
に
つ
い

て
は
別
稿
に
委
ね
た
い
。

(
幻
)
原
文
で
は
「
固
倫
格
格
」
の
「
格
格
」
を
塗
抹
し
て
「
公
主
、
和
碩

公
主
」
を
加
筆。

(
日
)
原
文
で
は
「
内
人
」
を
塗
抹
し
て
「
内
官
」
を
加
筆
。

(
臼
〉
東
洋
文
庫
清
代
史
研
究
室
謬
註
『
奮
満
洲
楢
|
|
天
聴
九
年
』

2

(
東
洋
文
庫
、
一
九
七
五
年
)
二
九
六
頁
。
一
柳
田
信
夫
「
清
初
の
貝
勃

に
つ
い
て
」

(
『
東
洋
皐
報
』
四
O
|
四
、

一
九
五
八
年
)
、
石
橋
秀
雄
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「
清
初
の
ハ
ン

照
さ
れ
た
い
。

(
印
)
一
柳
田
信
夫
「
清
初
の
貝
紡
に
つ
い
て
」
(
註
(
臼
)
前
掲
)
。

(
臼
)
一
柳
田
信
夫
「
清
初
の
貝
勤
に
つ
い
て
」
(
註
(
回
)
前
掲
〉
。

ハ
臼
)
拙
稿
「
清
初
ハ
ン
(
一
回
国
ロ
〉
穫
の
形
成
過
程
」
〈
註
(

8

)

前
掲
)
。

(
臼
)
例
外
と
し
て
、
四
月
一
一
一
一
日
の
記
事
に
「
満
洲
・
モ
ン
ゴ
ル
・
漢
の

弓
が
得
意
な
王

(
4
2
巴
、
ベ
イ
レ
ら

9
2
-
m認
可
侍
衡
ら
に
射
さ

せ
て
」
と
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
王
は
満
洲
以
外
に
つ
い
て
述
べ
た
も

の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

(
臼
)
拙
稿
「
清
初
ハ

γ

合
同
ロ
〉
権
の
形
成
過
程
」
(
註
ハ
8
)
前
掲
)
。

(
臼
)
石
橋
丑
雄
『
天
壇
』
(
山
本
書
底
、
一
九
五
七
年
〉
を
参
照
さ
れ
た

、U

(
仕
切
〉
石
橋
丑
雄
『
北
卒
の
薩
漏
教
に
就
て
』
(
外
務
省
文
化
事
業
部
、
一

九
三
四
年
)
。

(
訂
)
東
洋
文
庫
清
代
史
研
究
室
謬
註
『
奮
満
洲
楢
|
|
天
聴
九
年
』

1

(
東
洋
文
庫
、
一
九
七
二
年
〉
一
頁
。

(
伺
叩
)
石
橋
丑
雄
『
北
卒
の
薩
満
数
に
就
て
』
〈
註
(
白
山
)
前
掲
)
を
参
照
さ

れ
た
い
。

(
的
)
石
橋
丑
雄
『
北
卒
の
薩
減
数
に
就
て
』
(
註
(

m

m

)

前
掲
)
。

(
拘
〉
正
し
く
は
「
愛
新
聞
究
羅
」
。
石
橋
秀
雄
「
ア
イ
シ
ン
ギ
ョ
ロ

ω
2
5

同

5
H
O
-
-愛
新
魔
羅
と
愛
親
究
羅
|
|
」

一(
『
史
苑
』
五
一
一

l
二
、
立

教
大
皐
史
血
中
舎
、
一
九
九
二
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
冗
)
石
橋
丑
雄
『
北
卒
の
護
満
教
に
就
て
』
(
註
(
M
W
)

前
掲
〉
五
三
頁
。

(

η

)

原
文
で
は
堂
子
に
叩
頭
す
る
例
を
詳
述
し
た
旨
を
縛
載
。
末
尾
に
は

「
こ
の
文
の
遁
り
に
行
わ
ず
に
違
背
す
れ
ば
、
『
曾
典
会
E
E
U
Bロ回

民
自
|
|
太
租
か
ら
太
宗
」

(註
(
1
〉
前
掲
)
を
参

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は

ゲ

5
0〉
』
を
調
べ
て
罪
を
決
め
る
」
と
あ
る
。

別
稿
に
委
ね
た
い
。

(
向
日
〉
原
文
で
は
「
資
戒
し
て
行
く
。
」
を
塗
抹
し
て
「
祷
戒
し
」
を
加
筆
。

(
九
〉
原
文
で
は
「
民
の
者
の
堂
子
を
分
散
す
る
こ
と
」
を
加
筆
。

(
花
)
原
文
で
は
「
礎
部
は
周
知
徹
底
さ
せ
る
べ
く
布
告
せ
よ
」
を
塗
抹
し

て
「
紳
位
を
立
て
て
民
の
者
が
堂
子
を
分
散
す
る
場
合
に
は
、
各
自
、

庭
に
そ
れ
を
設
け
て
祭
れ
」
を
加
筆
。

(
符
〉
『
奮
満
洲
捲
』
・
『
繍
文
老
楢
』
で
は
、
塗
抹
・
加
筆
前
の
記
事
と

同
一
。
『
登
ハ
ン
大
位
指
』
と
の
異
同
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
に
委

ね
た
い
。

(
村
川
〉
村
田
治
郎
『
満
洲
の
史
跡
』
(
座
右
賓
刊
行
舎
、
一
九
四
四
年
)
、

石
橋
丑
雄
『
天
垣
』
(
註
(
臼
)
前
掲
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
花
)
入
関
前
に
お
け
る
「
天
壇
」
の
典
雄
に
関
す
る
詳
細
な
記
述
と
し
て

貴
重
で
あ
る
。
天
壇
の
典
躍
を
め
ぐ
る
規
定
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿

に
委
ね
た
い
。

(

m

m

)

『
登
ハ
ン
大
位
槍
』
に
は
天
聴
一

O
年
四
月
九
日
か
ら
三
日
間
務
戒

し
た
記
事
は
鱒
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
記
事
は
縛
載
さ
れ
て
い
な

-u 

(
加
〉
今
井
秀
周
「
金
代
女
員
の
信
仰
|
|
祭
天
を
中
心
と
し
て
」
(
『
森

三
樹
三
郎
博
士
頒
蕎
記
念
東
洋
皐
論
集
」
、
朋
友
書
庖
、
一
九
七
九
年
〉

を
参
照
さ
れ
た
い
。
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(
附
記
)
中
圏
第
一
一
歴
史
槍
案
館
に
お
け
る
史
料
調
査
に
際
し
て
は
、
徐
墾

園
館
長
、
秦
園
経
捲
案
管
理
部
主
任
を
は
じ
め
多
く
の
館
員
の
方
々
の

御
協
力
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。



THE FORMATION OF THE POWER OF THE EARLY QING

　　　

EMPERORS―The Significance of The Ascension of

　　　　

裁mg 7皿μas Emperor of The Da-Qing Empire

　　　　　　　

According to The Manchu Archives,

　　　　　　

ＦｕlgiｙａｎＳｉｎｇｏｅｒiＡｎｉｙａＤｕｉｎBiya(i)ＤＥ

　　　　　　　

QNarhun Bithe) Han Be Amba Soorin

　　　　　　　　　　　　

Toktobuha Tangse―

ISHIBASHI Takao

　　

To understand the ethnically diverse character of the Qing empire,

it is important to clarify both the means by which the Qing emperor came

to acquire power and the nature of this power.　This　is particularly

relevant in　the case　of Ho昭Taiji (posthumously styled　Taizong).

Ｈｏｎｇ Ｔａｉｉｉ　ｂｅcameemperor with the support of Manchu, Mongorian, and

Chinese military commanders in 1636, ten years after receiving the status

oi　ｈａｎ。

　　

This paper examines the Manchu archives, 八反iyan singgeバaniya

ｄｕin biya (i)£)Ｅ(ｎａｒｈｕn bithe) han ｂｅａｍｂａ ｓｏｏｒintoktohｕhaはｎｅｓｅ

to determine the significance of the ascension ｏ{　Ｈｏｎｇ Taiii.This

examination focuses in particular ｏｎ:

(I)The process ｏ£Ｈｏｎｇ　Ｔａｉｉｉ’sascension as emperor･

(II)Ｔｈｅ establishment ｏ{ Ｈｏｎｇ　Ｔａボｓ status as emperor with Sｕ伍cient

authority to overrule the limitations　of the order of age. It is in this

development that　Ｈｏｎｇ Ｔａｉｊｉwas able to define the relations between the

ｈａｎ and the imperial family,　beile.

(HI)Ｔｈｅ relations between Manchu shamanistic and Chinese ceremonies

in the establishment ｏ£　ＨｏｎｇＴａｉｎ ａｓ emperor.

- ５－


